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上写真：フィリピン・セントバーナード市長や参加児童・研究
　　　　者などを交えて行われたパネルディスカッション
下写真：参加した西条市の児童と関係者（会場の国連大学にて）



　

新
年
明
け
ま
し
て
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

謹
ん
で
初
春
の
ご
祝
詞
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
、
皆
様
の
ご
健
勝
と
限
り
な
い
ご
清
福
を
、

心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
11
月
に
執
行
さ
れ
た
市
長
選
挙
に
お
き
ま

し
て
、
市
民
の
皆
様
の
審
判
を
賜
り
、
引
き
続
き

市
政
運
営
の
重
責
を
担
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

皆
様
か
ら
の
熱
い
ご
期
待
と
信
任
に
応
え
る
た

め
に
も
、
初
心
に
立
ち
返
り
、「
毎
日
が
任
期
満

了
日
」
と
の
緊
張
感
を
胸
に
〝
ふ
る
さ
と
西
条
の

元
気
ア
ッ
プ
〟
に
全
力
を
あ
げ
て
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　

さ
て
、
年
頭
に
あ
た
り
、
昨
今
の
本
市
を
取
り

巻
く
情
勢
に
目
を
向
け
ま
す
と
、
市
民
生
活
を
直

撃
し
た
原
油
価
格
の
高
騰
は
、
よ
う
や
く
沈
静
化

し
ま
し
た
も
の
の
、
米
国
を
震
源
地
と
す
る
国
際

金
融
市
場
の
混
乱
が
新
た
に
発
生
、
世
界
経
済
の

失
速
を
招
き
、
今
や
世
界
同
時
不
況
の
様
相
を
呈

し
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ

ョ
ン
の
下
、
今
回
の
金
融
危
機
と
世
界
不
況
は
、

原
油
や
原
材
料
価
格
の
高
騰
に
加
え
ま
し
て
、
円

高
や
株
価
の
下
落
、
外
需
の
落
ち
込
み
な
ど
の
深

刻
な
影
響
を
我
が
国
に
も
た
ら
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
国
政
に
お
い
て
も
、
緊
急
の
課
題
で
あ

る
追
加
経
済
対
策
が
停
滞
す
る
な
ど
、
そ
の
混
乱

は
、
国
民
の
暮
ら
し
の
安
心
と
安
全
を
大
き
く
揺

る
が
し
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
西
条
市
に
お
い
て
は
、
市
民
の

皆
様
と
企
業
各
位
の
懸
命
の
ご
努
力
に
よ
り
ま
し

て
、
法
人
市
民
税
の
収
入
は
こ
の
間
、
20
％
を
超

え
る
高
い
伸
び
を
示
し
続
け
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
国
内
最
大
級
の
広
さ
を
誇
る
屋
内
運

動
場
「
ビ
バ
・
ス
ポ
ル
テ
ィ
ア
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｊ
Ｏ
」
が

待
望
の
オ
ー
プ
ン
を
迎
え
る
と
と
も
に
、
今
年
６

月
の
開
館
を
め
ざ
し
て
新
図
書
館
の
建
設
も
順
調

に
進
捗
し
、
ま
た
、
未
就
学
児
医
療
費
の
完
全
無

料
化
の
実
現
、
食
の
創
造
館
を
拠
点
と
し
た
水
・

食
・
農
情
報
の
活
発
な
発
信
な
ど
、
着
実
な
市
勢

の
伸
長
と
、
ま
ち
づ
く
り
の
進
展
を
持
続
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
最
近

の
社
会
経
済
情
勢
を
鑑
み
ま
す
と
、
本
市
も
非
常

に
厳
し
い
状
況
の
下
に
あ
る
と
、
痛
感
せ
ず
に
は

い
ら
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
そ
の
前
途
に
は
、
市
民

の
皆
様
の
「
安
心
・
安
全
・
健
康
」
に
か
か
わ
る

幾
多
の
課
題
も
山
積
し
て
お
り
ま
す
。

　

で
あ
れ
ば
こ
そ
、
こ
う
し
た
現
実
に
ひ
る
む
こ

と
な
く
、
地
域
資
源
を
活
か
し
た
産
業
振
興
を
主

軸
と
す
る
首
尾
一
貫
し
た
ま
ち
づ
く
り
施
策
を
、

ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
推
進
し
、
厳
し
い
時
代
に

も
耐
え
得
る
本
市
の
「
自
立
」
と
「
自
活
」
の
実

現
に
つ
な
げ
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
全
国
に
誇
れ
る
農
業
生
産
力
や
、
四

国
屈
指
の
工
業
集
積
に
裏
打
ち
さ
れ
た
「
西
条
パ

ワ
ー
」
を
最
大
限
に
発
揮
し
、
財
政
力
を
強
化
し

な
が
ら
、
地
域
の
均
衡
あ
る
発
展
、
さ
ら
に
は
、

市
民
の
誰
も
が
「
西
条
に
住
ん
で
よ
か
っ
た
」
と

安
心
を
実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
に
、
情
熱
を
も

っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
る
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。

　

本
年
も
旧
に
倍
し
ま
し
て
の
ご
支
援
、
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
皆
様
方
の

益
々
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
は
、
健
や
か
に
平
成
21
年
の
新

春
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
、
心
よ
り
お
慶
び
を
申
し

上
げ
ま
す
。
日
頃
よ
り
、
議
会
活
動
に
つ
い
て
、

格
別
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
わ
が
国
の
経
済
情
勢
は
、
バ
ブ
ル
経
済

崩
壊
後
の
長
い
低
迷
か
ら
脱
却
し
、
持
続
的
な
景

気
回
復
を
続
け
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
こ
の
と
こ

ろ
世
界
経
済
の
減
速
を
受
け
、
大
幅
な
マ
イ
ナ
ス

成
長
に
転
じ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
市
税
収
入
を
は
じ
め
地
方
交

付
税
等
の
一
般
財
源
額
の
減
少
が
見
込
ま
れ
る
厳

し
い
財
政
環
境
が
続
い
て
お
り
ま
す
が
、
現
在
推

進
さ
れ
て
お
り
ま
す
地
方
分
権
の
流
れ
は
第
二
期

分
権
改
革
の
真
っ
只
中
に
あ
り
、
当
面
は
、
市
民

の
皆
様
が
豊
か
さ
を
実
感
し
、
安
全
で
安
心
に
暮

ら
せ
る
社
会
を
実
現
す
る
た
め
の
地
方
分
権
を
進

め
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
、
ま
さ
に
正

念
場
を
迎
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

議
員
一
同
、
こ
の
こ
と
を
十
二
分
に
認
識
し
つ

つ
、
地
方
分
権
型
社
会
に
ふ
さ
わ
し
い
地
方
の
自

主
、
自
立
し
た
行
財
政
運
営
の
実
現
に
向
け
、
地

方
行
財
政
基
盤
の
確
立
と
議
会
制
度
の
改
革
に
真

剣
に
取
り
組
み
、
真
の
分
権
改
革
が
実
現
で
き
る

よ
う
、
最
大
限
の
努
力
を
し
て
ま
い
る
所
存
で
あ

り
ま
す
。

　

昨
年
は
、
屋
内
運
動
場
「
ビ
バ
・
ス
ポ
ル
テ
ィ

ア
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｊ
Ｏ
」
が
、
ま
た
本
年
は
、
待
望
の
新

図
書
館
が
オ
ー
プ
ン
予
定
で
あ
る
な
ど
、
新
生

「
西
条
市
」
の
ま
ち
づ
く
り
が
着
実
に
進
展
し
て

お
り
ま
す
も
の
の
、
な
お
、
工
業
用
水
分
水
問

題
、
周
桑
病
院
に
お
け
る
経
営
問
題
等
々
、
重
要

か
つ
喫
緊
の
課
題
を
抱
え
て
お
り
、
私
ど
も
議
会

に
託
さ
れ
た
そ
の
職
務
の
重
大
さ
を
思
う
と
、
身

の
引
き
締
ま
る
思
い
が
い
た
す
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
が
、
決
意
新
た
に
、
市
民
の
皆
様
の
ご
期
待
に

応
え
る
べ
く
、
豊
か
な
地
域
社
会
の
実
現
に
向
け

て
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す

の
で
、
倍
旧
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
年
が
市
民
の
皆
様
に
と
っ
て
ご
健

勝
で
幸
多
き
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈

り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま

す
。
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２日　東予運動公園に屋内運動場「ビバ・スポルティアＳＡ
　　ＩＪＯ」が落成
２日・３日　ビバ・スポルティアＳＡＩＪＯ完成記念イベン
　　ト「高野進陸上競技教室」「ちびっこ駅伝大会」「市民
　　元気ジャンプアップスポーツ」
２日　第３回西条獅子舞フェスティバル
３日　伊予聖人近藤篤山顕彰事業・篤山先生とその教育
５日　西条市名誉市民・渡邊武氏ご逝去
８日・９日　第51回西条市産業祭
９日　西条市長選挙告示（投票16日）
９日　東予地区米まつり・食糧農業展・魚まつり
11日～17日　西条市特産品フェアを松山三越で西条商工会議
　　所・周桑商工会が開催
18日～21日　斜面防災世界フォーラムに西条市の小学６年生
　　26名が参加し防災教育の成果を発表
20日　四国鉄道文化館に開館約１年で10万人来館
23日～１月３日　キハ65形式気動車を四国鉄道文化館に展示
23日　佐伯美香バレーボール教室
23日　「椿」千年の森づくり
30日　ルネサス高崎女子ソフトボール部ソフトボール教室

２日　市内全自治会（547自治会）の防災地図作成会が終了
７日　丹原町産業まつり
７日　佐野慈紀硬式野球教室
20日・21日　小野誠治卓球教室
28日　宇髙菜絵柔道教室
28日　サリム・サメオンバドミントン教室
28日　スノーカーニバルin石鎚

１日　アサヒビール㈱四国工場・アサヒ飲料㈱四国支社との
　「災害時における飲料水等の提供協力に関する協定」締結
２日・３日　小松町ふるさと祭り
３日～10日　松山空港ビルロビー展
５日～７日　丹原七夕夏まつり
６日・７日　子ども防災キャンプ
６日～８日　第３回若年者ものづくり競技大会の旋盤職種で
　　東予高等学校３年生の青野剛大さんが全国優勝
21日・22日　アメリカで開催されたＡＰＲＵ（環太平洋大学
　　協会）のシンポジウムで、西条市と京都大学大学院地球
　　環境学堂の防災共同研究が発表される
23日　2008夏彩祭in壬生川
24日　総合防災訓練（西消防署管内）
24日～26日　今治市朝倉上の笠松山で発生した山林火災の延
　　焼拡大を防ぐため、消防職員・団員が懸命の消火活動
29日　西条市農業振興地域整備計画の見直し開始（第１回目
　　の農振計画推進協議会を開催）
31日　東海大学の環境キャラバン隊が環境保護を啓発

５日　交通安全キャンペーン全国キャラバン隊が内閣府特命
　　担当大臣のメッセージを伝達
11日　北京オリンピック・男子平泳ぎ金メダリストの北島康
　　介選手（日本コカ・コーラ）が丹原小学校で１日授業
15日　シンポジウム「水のつながりを考える」
15日　窪田夕子バスケットボール教室
21日　総合防災訓練（東消防署管内）
27日　西条漁協と禎瑞漁協が合併契約調印式

８日　新西条図書館（仮称）建設記念講演会
８日　元日本代表の前田治氏が三芳小学校でサッカー指導
14日　伊予西条駅前広場完成
18日・19日　第41回日本女子ソフトボールリーグ愛媛大会
25日・26日　「新幹線生みの親・十河信二」写真展、渡辺小
　　百合「鉄道員（ぽっぽや）」朗読会
30日　人材マッチング・合同就職面接会

２日・３日　第３回総合食料産業技術懇談会・セミナー
７日　西条警察署・西条西警察署との「市営住宅からの暴力
　　団排除に関する合意書」を締結
14日　四国学院大学硬式野球部を皮切りに、12チームが市内
　　で春季合宿
23日　スノーボードＦＩＳワールドカップ2008郡上大会ハー
　　フパイプ種目で藤田一海選手（西条スキークラブ）優勝

16日　歌会始の入選者に市内在住の岡田まみさんが選ばれ、
　　皇居での歌会始の儀にて作品が披講される
22日　松山分水に関する第５回目の意見交換会
25日　西条市功労賞受賞者・星加茂實氏ご逝去
25日～２月３日　タイ国・バンコク市内のデパートで「四国
　　食品フェア（グルメシコク市）」を開催
28日　Ｎ響カルテットがやって来る（壬生川小学校）

６日　読売ジャイアンツ２軍･愛媛マンダリンパイレーツ交流戦
９日　西条市中心市街地活性化基本計画を内閣総理大臣認定
18日　長友佑都選手（ＦＣ東京・西条市出身）が北京オリン
　　ピックのサッカー日本代表に決定
22日　ボーイスカウトが国土交通省の功労者事務所長表彰
24日　履正社医療スポーツ専門学校サッカー専攻クラスを皮
　　切りに、16チームが市内で夏季合宿
27日　愛媛県消防操法大会で西条市消防団玉津分団が消防ポ
　　ンプ自動車の部で入賞、27年ぶりの快挙

１日　後期高齢者医療制度がスタート
１日　特定健康診査・特定保健指導がスタート
１日　小学校就学前までの乳幼児医療費を全面無料化
１日　西条・今治の両地方局を統合し東予地方局に再編
８日　新西条図書館（仮称）建設工事安全祈願祭
13日　丹原公民館落成式
19日　東京農業大学・大澤貫寿学長講演会
20日　石根公民館落成式
29日　第８回産業文化フェスティバル、第４回健康ふれ愛＆
　　福祉フェスティバル

１日　加戸守行知事が来西し、愛媛県西条地区工業用水の経
　　営改善に対する協力を要請
４日　四国の祭り2008（高松市）にだんじり５台出場
14日　西条市合宿都市構想基本計画を策定
15日　四国鉄道文化館が「平成19年四国照明賞」を受賞
18日　石鎚山系元気ウォーキング大会
23日　正法寺自治会が「河川功労者」を受賞
23日～25日　システム農学会春季大会inえひめ西条
30日　Ｃ.Ｗ.ニコル氏、アサヒビール環境文化講座で来西

１日　第８回西条市立て干し網
12日　ＪＡＮＢＯ Ａｗａｒｄｓ 2007にて産業情報支援セン
　　ターが「新事業創出大賞」「起業醸成部門賞」を受賞
24日～28日　アイスランドのレイキャビクで開催されたＭＨ
　　2008国際水素エネルギー会議に西条市が参加
25日　丹原Ｂ＆Ｇ海洋センターの水中モニター供用開始

14日　東京農業大学との「教育・研究交流協定」を締結
14日　キックボクシングの河野雄大選手（武勇会今治）がＭ
　　Ａ日本ライト級タイトルマッチで勝利し、新王者に輝く
15日　バルドラール浦安フットサル教室
16日　池の内遺跡発掘調査現地説明会
18日　えひめ国体３種目西条市での開催が追加内定
22日　一般国道11号・小松バイパスの一部区間が開通
22日　ＴＡＳＡＫＩペルーレＦＣサッカー教室
26日　松山分水に関する第６回目の意見交換会

▲ＪＡＮＢＯ Ａｗａｒｄｓ
　2007にて新事業創出大
　賞等を受賞　 （6／12）

▲タイ国・バンコク市で
　西条・四国の地場特産
　品をＰＲ（1／25～2／3）

▲東京農業大学との「教
　育・研究交流協定」を
　締結　　　　 （3／14）

▲システム農学会春季大
　会を開催　（5／23～25）

市とサイクスが取り組む
起業家・人材育成などの
事業が評価され、日本新
事業支援機関協議会（堀
場雅夫会長）から産業情
報支援センターへ「新事
業創出大賞」「起業醸成部
門賞」が授与されました。

四国発の食品輸出ルート
確立に向け、バンコク市
内のデパートで「四国食
品フェア」を開催。愛宕
柿など出展した地場特産
品は好評を博し、市では
今後の販路拡大に向けた
取り組みを進めています。

食品加工流通コンビナー
ト構想など、市の食料産
業政策でご指導いただい
ている東京農業大学と交
流協定を締結。これを契
機に、地域活性化に向け
て多様な分野での連携活
動を推進しています。

日本コカ・コーラ主催の
「コカ・コーラ　未来へ
の夢はじめよう。」プロ
ジェクトに丹原小が選ば
れ、北京五輪男子平泳ぎ
で２冠を達成した北島康
介選手が１日教師として
児童と交流を深めました。

ひうち球場での第41回日
本女子ソフトボール愛媛
大会には、北京五輪金メ
ダリスト・上野由岐子投
手（ルネサス高崎）をは
じめ日本代表選手６名が
出場。２日間で延べ約１
万５千人が観戦しました。

日本の食と農を地域から
再構築するモデルケース
に西条市が選ばれ、シス
テム農学会春季大会が開
催されました。大会には
食と農の研究者をはじめ
地元高校生、市民などが
参加し、研究発表や討論
会などが行われました。

▲笠松山での火災延焼拡
　大を防ぐため、懸命の
　消火活動　（8／24～26）

▲北京オリンピック日本
　代表選手が世界の技を
　披露　 　（10／18・19）

東予運動公園に新たなス
ポーツ拠点「ビバ・スポ
ルティアＳＡＩＪＯ」が
完成。同様の施設として
は日本一の広さを誇る主
競技場を備え、合宿都市
構想、市民の健康増進・
スポーツ交流に役立つこ
とが期待されています。

▲ビバ・スポルティアＳ
　ＡＩＪＯ完成 （11／2）

開館１年を前に四国鉄道
文化館の入館者が10万人
を達成しました。同館は
平成19年11月26日に開館
し、併設の十河信二記念
館、観光交流センターに
も多くの観光客や鉄道愛
好家などが訪れています。

▲四国鉄道文化館の入館
　者が10万人達成
　　　　　　  （11／20）

市では合宿都市構想の基
本計画を平成20年５月に
策定し、さらなる合宿誘
致を推進。平成20年は女
子野球ワールドカップ出
場のオーストラリア代表
など、春・夏で28チーム
が合宿し、練習試合など
で市民と交流しました。

▲合宿都市構想　着実に
　前進　（春季・夏季合宿）

▲金メダリスト・北島康
　介選手が丹原小学校で
　１日授業　　 （9／11）

今治市の笠松山で発生し
た山林火災の延焼拡大を
防ごうと、消防署・消防
団・自衛隊などが懸命の
消火活動を実施。３日間
にわたる消火活動で、市
境に迫った火の手を食い
止めることができました。

(C) 「コカ・コーラ　未来への夢はじめよう。」プロジェクト

完成記念イベント「ちびっこ駅伝大会」（332チーム・1,328人参加）

写真提供：愛媛新聞社
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２日　東予運動公園に屋内運動場「ビバ・スポルティアＳＡ
　　ＩＪＯ」が落成
２日・３日　ビバ・スポルティアＳＡＩＪＯ完成記念イベン
　　ト「高野進陸上競技教室」「ちびっこ駅伝大会」「市民
　　元気ジャンプアップスポーツ」
２日　第３回西条獅子舞フェスティバル
３日　伊予聖人近藤篤山顕彰事業・篤山先生とその教育
５日　西条市名誉市民・渡邊武氏ご逝去
８日・９日　第51回西条市産業祭
９日　西条市長選挙告示（投票16日）
９日　東予地区米まつり・食糧農業展・魚まつり
11日～17日　西条市特産品フェアを松山三越で西条商工会議
　　所・周桑商工会が開催
18日～21日　斜面防災世界フォーラムに西条市の小学６年生
　　26名が参加し防災教育の成果を発表
20日　四国鉄道文化館に開館約１年で10万人来館
23日～１月３日　キハ65形式気動車を四国鉄道文化館に展示
23日　佐伯美香バレーボール教室
23日　「椿」千年の森づくり
30日　ルネサス高崎女子ソフトボール部ソフトボール教室

２日　市内全自治会（547自治会）の防災地図作成会が終了
７日　丹原町産業まつり
７日　佐野慈紀硬式野球教室
20日・21日　小野誠治卓球教室
28日　宇髙菜絵柔道教室
28日　サリム・サメオンバドミントン教室
28日　スノーカーニバルin石鎚

１日　アサヒビール㈱四国工場・アサヒ飲料㈱四国支社との
　「災害時における飲料水等の提供協力に関する協定」締結
２日・３日　小松町ふるさと祭り
３日～10日　松山空港ビルロビー展
５日～７日　丹原七夕夏まつり
６日・７日　子ども防災キャンプ
６日～８日　第３回若年者ものづくり競技大会の旋盤職種で
　　東予高等学校３年生の青野剛大さんが全国優勝
21日・22日　アメリカで開催されたＡＰＲＵ（環太平洋大学
　　協会）のシンポジウムで、西条市と京都大学大学院地球
　　環境学堂の防災共同研究が発表される
23日　2008夏彩祭in壬生川
24日　総合防災訓練（西消防署管内）
24日～26日　今治市朝倉上の笠松山で発生した山林火災の延
　　焼拡大を防ぐため、消防職員・団員が懸命の消火活動
29日　西条市農業振興地域整備計画の見直し開始（第１回目
　　の農振計画推進協議会を開催）
31日　東海大学の環境キャラバン隊が環境保護を啓発

５日　交通安全キャンペーン全国キャラバン隊が内閣府特命
　　担当大臣のメッセージを伝達
11日　北京オリンピック・男子平泳ぎ金メダリストの北島康
　　介選手（日本コカ・コーラ）が丹原小学校で１日授業
15日　シンポジウム「水のつながりを考える」
15日　窪田夕子バスケットボール教室
21日　総合防災訓練（東消防署管内）
27日　西条漁協と禎瑞漁協が合併契約調印式

８日　新西条図書館（仮称）建設記念講演会
８日　元日本代表の前田治氏が三芳小学校でサッカー指導
14日　伊予西条駅前広場完成
18日・19日　第41回日本女子ソフトボールリーグ愛媛大会
25日・26日　「新幹線生みの親・十河信二」写真展、渡辺小
　　百合「鉄道員（ぽっぽや）」朗読会
30日　人材マッチング・合同就職面接会

２日・３日　第３回総合食料産業技術懇談会・セミナー
７日　西条警察署・西条西警察署との「市営住宅からの暴力
　　団排除に関する合意書」を締結
14日　四国学院大学硬式野球部を皮切りに、12チームが市内
　　で春季合宿
23日　スノーボードＦＩＳワールドカップ2008郡上大会ハー
　　フパイプ種目で藤田一海選手（西条スキークラブ）優勝

16日　歌会始の入選者に市内在住の岡田まみさんが選ばれ、
　　皇居での歌会始の儀にて作品が披講される
22日　松山分水に関する第５回目の意見交換会
25日　西条市功労賞受賞者・星加茂實氏ご逝去
25日～２月３日　タイ国・バンコク市内のデパートで「四国
　　食品フェア（グルメシコク市）」を開催
28日　Ｎ響カルテットがやって来る（壬生川小学校）

６日　読売ジャイアンツ２軍･愛媛マンダリンパイレーツ交流戦
９日　西条市中心市街地活性化基本計画を内閣総理大臣認定
18日　長友佑都選手（ＦＣ東京・西条市出身）が北京オリン
　　ピックのサッカー日本代表に決定
22日　ボーイスカウトが国土交通省の功労者事務所長表彰
24日　履正社医療スポーツ専門学校サッカー専攻クラスを皮
　　切りに、16チームが市内で夏季合宿
27日　愛媛県消防操法大会で西条市消防団玉津分団が消防ポ
　　ンプ自動車の部で入賞、27年ぶりの快挙

１日　後期高齢者医療制度がスタート
１日　特定健康診査・特定保健指導がスタート
１日　小学校就学前までの乳幼児医療費を全面無料化
１日　西条・今治の両地方局を統合し東予地方局に再編
８日　新西条図書館（仮称）建設工事安全祈願祭
13日　丹原公民館落成式
19日　東京農業大学・大澤貫寿学長講演会
20日　石根公民館落成式
29日　第８回産業文化フェスティバル、第４回健康ふれ愛＆
　　福祉フェスティバル

１日　加戸守行知事が来西し、愛媛県西条地区工業用水の経
　　営改善に対する協力を要請
４日　四国の祭り2008（高松市）にだんじり５台出場
14日　西条市合宿都市構想基本計画を策定
15日　四国鉄道文化館が「平成19年四国照明賞」を受賞
18日　石鎚山系元気ウォーキング大会
23日　正法寺自治会が「河川功労者」を受賞
23日～25日　システム農学会春季大会inえひめ西条
30日　Ｃ.Ｗ.ニコル氏、アサヒビール環境文化講座で来西

１日　第８回西条市立て干し網
12日　ＪＡＮＢＯ Ａｗａｒｄｓ 2007にて産業情報支援セン
　　ターが「新事業創出大賞」「起業醸成部門賞」を受賞
24日～28日　アイスランドのレイキャビクで開催されたＭＨ
　　2008国際水素エネルギー会議に西条市が参加
25日　丹原Ｂ＆Ｇ海洋センターの水中モニター供用開始

14日　東京農業大学との「教育・研究交流協定」を締結
14日　キックボクシングの河野雄大選手（武勇会今治）がＭ
　　Ａ日本ライト級タイトルマッチで勝利し、新王者に輝く
15日　バルドラール浦安フットサル教室
16日　池の内遺跡発掘調査現地説明会
18日　えひめ国体３種目西条市での開催が追加内定
22日　一般国道11号・小松バイパスの一部区間が開通
22日　ＴＡＳＡＫＩペルーレＦＣサッカー教室
26日　松山分水に関する第６回目の意見交換会

▲ＪＡＮＢＯ Ａｗａｒｄｓ
　2007にて新事業創出大
　賞等を受賞　 （6／12）

▲タイ国・バンコク市で
　西条・四国の地場特産
　品をＰＲ（1／25～2／3）

▲東京農業大学との「教
　育・研究交流協定」を
　締結　　　　 （3／14）

▲システム農学会春季大
　会を開催　（5／23～25）

市とサイクスが取り組む
起業家・人材育成などの
事業が評価され、日本新
事業支援機関協議会（堀
場雅夫会長）から産業情
報支援センターへ「新事
業創出大賞」「起業醸成部
門賞」が授与されました。

四国発の食品輸出ルート
確立に向け、バンコク市
内のデパートで「四国食
品フェア」を開催。愛宕
柿など出展した地場特産
品は好評を博し、市では
今後の販路拡大に向けた
取り組みを進めています。

食品加工流通コンビナー
ト構想など、市の食料産
業政策でご指導いただい
ている東京農業大学と交
流協定を締結。これを契
機に、地域活性化に向け
て多様な分野での連携活
動を推進しています。

日本コカ・コーラ主催の
「コカ・コーラ　未来へ
の夢はじめよう。」プロ
ジェクトに丹原小が選ば
れ、北京五輪男子平泳ぎ
で２冠を達成した北島康
介選手が１日教師として
児童と交流を深めました。

ひうち球場での第41回日
本女子ソフトボール愛媛
大会には、北京五輪金メ
ダリスト・上野由岐子投
手（ルネサス高崎）をは
じめ日本代表選手６名が
出場。２日間で延べ約１
万５千人が観戦しました。

日本の食と農を地域から
再構築するモデルケース
に西条市が選ばれ、シス
テム農学会春季大会が開
催されました。大会には
食と農の研究者をはじめ
地元高校生、市民などが
参加し、研究発表や討論
会などが行われました。

▲笠松山での火災延焼拡
　大を防ぐため、懸命の
　消火活動　（8／24～26）

▲北京オリンピック日本
　代表選手が世界の技を
　披露　 　（10／18・19）

東予運動公園に新たなス
ポーツ拠点「ビバ・スポ
ルティアＳＡＩＪＯ」が
完成。同様の施設として
は日本一の広さを誇る主
競技場を備え、合宿都市
構想、市民の健康増進・
スポーツ交流に役立つこ
とが期待されています。

▲ビバ・スポルティアＳ
　ＡＩＪＯ完成 （11／2）

開館１年を前に四国鉄道
文化館の入館者が10万人
を達成しました。同館は
平成19年11月26日に開館
し、併設の十河信二記念
館、観光交流センターに
も多くの観光客や鉄道愛
好家などが訪れています。

▲四国鉄道文化館の入館
　者が10万人達成
　　　　　　  （11／20）

市では合宿都市構想の基
本計画を平成20年５月に
策定し、さらなる合宿誘
致を推進。平成20年は女
子野球ワールドカップ出
場のオーストラリア代表
など、春・夏で28チーム
が合宿し、練習試合など
で市民と交流しました。

▲合宿都市構想　着実に
　前進　（春季・夏季合宿）

▲金メダリスト・北島康
　介選手が丹原小学校で
　１日授業　　 （9／11）

今治市の笠松山で発生し
た山林火災の延焼拡大を
防ごうと、消防署・消防
団・自衛隊などが懸命の
消火活動を実施。３日間
にわたる消火活動で、市
境に迫った火の手を食い
止めることができました。

(C) 「コカ・コーラ　未来への夢はじめよう。」プロジェクト

完成記念イベント「ちびっこ駅伝大会」（332チーム・1,328人参加）

写真提供：愛媛新聞社
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　11月20日㈭、四国鉄道文化館の入館者が10万人を達成しました。
　記念すべき10万人目の入館者は、新居浜市にお住まいの二宮哲彦さん
と長男の陸くん（１歳）。ＪＲ予讃線近くに自宅があるため、日頃から
電車に興味を持っていた陸くんを連れて来館されました。
　「10万人目の入館者です。おめでとうございます」の声と拍手に迎え
られながら入館されると、「テレビや新聞で観たことはありましたが、
まさか自分が10万人目になるとは！」と驚かれていました。
　「いい記念になりました。ありがとうございます」と、10万人目の認
定書と記念品を受け取った二宮さん親子。早速０系新幹線の運転席に座
ったり、鉄道模型を眺めたり、親子の休日を楽しく過ごしていました。

10万人目の入館者となった二宮哲彦さんと陸くん

四国鉄道文化館は元日から開館しています
　四国鉄道文化館・十河信二記念館・観光交流センターは、年末年始も
開館（12月31日㈬は休館）しています。ぜひ、お越しください。
●開館時間　８時～19時　　●休館日　水曜日（観光交流センターは無休）
●入館料（四国鉄道文化館のみ）　一般：300円　小・中学生：100円
●問合せ　観光交流センター内　観光振興課　℡0897－47－3575
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管
内
で
の
営
業
運
転
を
終
了

し
ま
し
た
が
、
Ｊ
Ｒ
四
国
の
ご
好
意
に

よ
り
、
四
国
鉄
道
文
化
館
で
展
示
公
開

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

展
示
初
日
に
は
全
国
各
地
の
鉄
道
フ

ァ
ン
が
訪
れ
る
な
ど
、
展
示
開
始
か
ら

１
週
間
の
入
館
者
数
が
２
２
４
６
人
と

展
示
前
の
週
の
ほ
ぼ
２
倍
に
当
た
る
人

気
ぶ
り
で
す
。

　

キ
ハ
65
形
式
気
動
車
の
展
示
は
１
月

３
日
㈯
ま
で
で
す
。
こ
の
機
会
に
、
ぜ

ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
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国
連
機
関
、
大
学
・
研
究
所
、
政
府
、
民
間

人
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
分
野
・
機
関
が
研
究

発
表
・
情
報
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

市
で
は
平
成
18
年
度
か
ら
「
12
歳
教
育
推

進
事
業
」
に
取
り
組
み
、
小
学
６
年
生
を
対

象
に
、
子
ど
も
防
災
サ
ミ
ッ
ト
や
防
災
キ
ャ

ン
プ
な
ど
、
次
代
を
担
う
若
者
の
育
成
に
向

け
た
防
災
教
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
参
加
は
12
歳
教
育
推

進
事
業
の
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
た
も
の
で
、

「
地
す
べ
り
被
災
地
の
子
ど
も
た
ち
の
地
す

べ
り
研
究
」
と
題
し
た
分
科
会
に
出
席
し
た

子
ど
も
た
ち
は
、
平
成
16
年
の
台
風
災
害
で

発
生
し
た
土
砂
災
害
を
中
心
に
、
災
害
の
経

験
談
・
復
興
・
予
防
な
ど
、
学
習
し
て
き
た

成
果
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

こ
の
分
科
会
に
は
新
潟
県
旧
山
古
志
村
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
・
レ
イ
テ
島
の
子
ど
も
た
ち
も

参
加
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
防
災
学
習
の
成
果
が

発
表
さ
れ
た
ほ
か
、
研
究
者
や
行
政
関
係
者

な
ど
も
交
え
、
災
害
の
危
険
度
軽
減
を
図
る

た
め
の
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

11
月
18
日
㈫
〜
21
日
㈮
、
東
京
都
に
あ
る

国
連
大
学
で
開
催
さ
れ
た
「
第
１
回
斜
面
防

災
世
界
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
に
、
市
内
の
小
学
６

年
生
26
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
斜
面
災
害
と
そ
れ

に
関
連
す
る
集
中
豪
雨
、
地
震
、
噴
火
、
津

波
な
ど
「
地
球
シ
ス
テ
ム
災
害
」
の
危
険
度

軽
減
を
図
る
た
め
、
地
球
規
模
で
の
協
力
の

枠
組
構
築
と
共
同
作
業
に
向
け
て
開
催
さ
れ
、

▲フォーラムの分科会で学習成果を発表する子どもたち

　旧山古志村の発表から、自分は地震をあまり経験

したことがなく、地震による復興には時間がかかる

など、まったく知りませんでした。今回の発表で、

旧山古志村の人たちやボランティアの人たち、そし

て、ほかの多くの人たちの支えがあったので、復興

できたと思います。

　どんなに苦しくても、あたたかく見守ってくれて

いる人に対して、感謝の気持ちを持つこと、あきら

めたらいけないことなどを学ぶことができました。

　討論では旧山古志村について意見を言いました。
一緒に舞台に出た二人も、それぞれ自分の考えを持
っていました。
　また、フィリピンの人たちは、ぼくたちと違う視
線からの意見を言っていました。ほかにも市長さん
や先生方の意見を聞くこともできました。
　世界フォーラムという大きな会で意見を言えたこ
とをうれしく思います。いろいろな人の意見を友だ
ちや家族、そして、西条市の人に伝えていきたいと
思います。

飯岡小学校

越智大生さん

浦山小学校

法橋真観さん

討論から学んだこと 発表から学んだこと
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　「ふるさと納税制度」とは、応援・貢献したい自治体に
寄附金を納めて、その自治体を支援する制度です。納めた
寄附金額に応じて、今住んでいる自治体の個人住民税など
から一定額が控除されます。
　市外の皆さまには、ふるさと納税を通じて西条市を応援
していただきますようお願いいたします。市民の皆さまに
は、市外にお住まいのご家族やご親類の方に、この制度を
啓発していただきますようお願いいたします。

■寄附金の使い道
　「人がつどい、まちが輝く、快適環境実感都市」を実現
するため、西条市総合計画に基づく「まちづくりの施策の
大綱」に掲げる諸施策の推進に活用させていただきます。

■税の控除について
　5,000円を超えた寄附金の金額が控除の対象となり、お
およそ個人住民税の１割を限度として、個人住民税と所得
税の控除が受けられます。（確定申告が必要です）

問合せ　市庁舎本館納税課　納税第１係
　　　　℡0897－52－1278　FAX0897ー52－1225
　　　　Eﾒｰﾙ nozei@saijo-city.jp
　　　　URL http://www.city.saijo.ehime.jp

■寄附申出書・チラシを郵送します
　寄附金を納めていただくには「寄附申出書」を提出して
いただく必要があります。
　担当課にご連絡いただければ、寄附申出書と納付方法な
どを掲載したチラシを郵送しますので、内容をよく確認の
上、手続きをしてください。
※納付方法などは、市のホームページにも詳しく掲載して
　います。寄附申出書のダウンロードもできます。

■寄附の強要・詐欺行為にご注意！
　地方自治体がふるさと納税を強要することは、絶対あり
ません。寄附の強要や詐欺行為に十分ご注意ください。

■高校生の受賞者
○伊予西条税務署長賞
　寺川さくら（西条高１年）
　福濵彩乃（丹原高３年）
　圖子永里子（丹原高１年）

■中学生の受賞者
○全国納税貯蓄組合連合会優秀賞
　小笠原一秀（丹原西中２年）
○高松国税局長賞
　藤本智樹（河北中３年）
○愛媛県納税貯蓄組合連合会長賞
　平塚直幸（丹原西中３年）
○愛媛県知事賞
　近藤　舞（東予東中３年）
○伊予西条税務署長賞
　黒川果恵（河北中３年）
　寺田菜々花（西条東中３年）
○西条市長賞
　野間あゆみ（西条南中３年）

■「税の作文」協力校感謝状
　西条高等学校　　丹原高等学校　　丹原西中学校　　西条西中学校

　国税庁が主催する平成20年度高校生の「税に関する作文」および全国納税貯
蓄組合連合会が主催する中学生の「税についての作文」において、次の方々が
受賞されました。（敬称略）

　市消防本部と西条市危険物安全協
会では、秋季全国火災予防運動行事
の一環として、平成20年度防火ポス
ターを募集したところ、市内の小学
４年生1150人から応募がありました。
　審査の結果、次の方々が受賞され
ました。（敬称略）
■西条市危険物安全協会長賞
　山内　廉　（徳田小）
■優秀賞
　佐藤せいら（神拝小）
　伊藤菜桜　（神拝小）
　大角　希　（飯岡小）
　安藤令奈　（周布小）
　丹下和香奈（楠河小）
　高橋　良　（小松小）

○伊予西条租税教育推進協議会長賞
　安永麻里子（西条高１年）

○伊予西条租税教育推進協議会長賞
　宇野　薫（小松中３年）
○四国税理士会伊予西条支部長賞
　丹　伸和（河北中３年）
○㈳伊予西条法人会長賞
　川又毬瑚（東予西中３年）
　一色　謙（東予東中３年）
○伊予西条地区納税貯蓄組合連合会長賞
　森　円花（西条南中３年）
　織田泰彰（西条西中３年）
　仙波和也（丹原東中３年）
　伊藤瑛悟（西条北中３年）

　11月10日に開催された事業所対抗
屋外消火栓操法大会には11チームが
参加し、次のチームが入賞しました。
■入賞チーム
１位：今治造船㈱西条工場
２位：㈱ルネサステクノロジ西条事
　　　業所
３位：愛媛サニタリープロダクツ㈱

昭和63年から５期17年の長きにわたり
東予市議会議員として市政運営に参画
され、この間、議長等の要職を歴任さ
れ、市政の伸展と住民福祉の増進に多
大な貢献をされました。

昭和36年から37年余の長きにわたり、
消防業務に精励され、この間、消防長
等の要職を歴任され、消防組織の強化
と予防行政に多大な貢献をされました。

昭和54年から29年余の長きにわたり、
保護司として職務に精励され、この間、
西条地区保護司会副会長を務められる
など、更生保護活動の伸展と地区保護
司会の発展に多大な貢献をされました。

昭和52年から８期27年の長きにわたり
丹原町議会議員として町政運営に参画
され、この間、議長等の要職を歴任さ
れ、町政の伸展と住民福祉の増進に多
大な貢献をされました。

昭和55年から18年余の長きにわたり、
西条商工会議所副会頭として地域事業
所の改善と発展に寄与され、地域産業
と商工会議所の発展に多大な貢献をさ
れました。

　障害者週間（12月３日～９日）にちなんで、障害者福祉やボランティア活動を
テーマにした標語を市内の小学生から募集したところ、全校から計2049点の応募
がありました。審査の結果、次の優秀作品が決まりました。（敬称略）

■最優秀賞
○川又竜二郎（楠河小６年）
　ふれ愛　支え愛　助け愛
　　　　　　愛から生まれる福祉の芽

■優秀賞
○井上真理子（西条小６年）
　感じて伝えてひびき合う
　　　　　　つながり広がる福祉の輪

○兼頭　舞（田野小６年）
　作るな境界　たやすな笑顔
　　　　　　　みんな仲よく福祉の輪

○玉置大祐（石根小５年）
　手伝います
　　　みんなが言えたら　すばらしい

■入　選　堀江春花（大町小６年）
　　　　　大川美優（氷見小６年）
　　　　　内田銀次（神拝小６年）
　　　　　安藤優作（三芳小６年）
■特別賞　加藤いづみ（大町小５年）
　　　　　西原こなつ（大町小６年）
　　　　　山下大輝（禎瑞小６年）
　　　　　村上詩歩（飯岡小５年）
　　　　　小西一央（壬生川小５年）
　　　　　山本千尋（国安小５年）
　　　　　弓山真由（徳田小５年）
　　　　　大道結佳（小松小６年）

障害者更生援護功労
自らの障害を克服し、平成13年か
ら愛媛県身体障害者団体連合会会
長を務められるとともに、２市２
町合併後には西条市障害者団体連
合会会長を務められるなど、障害
者福祉の向上に尽力されています。

　市議会12月定例会初日の12月９
日に、任期の満了する副市長渡部
高尚氏を引き続き副市長として任
命することが同意され、12月15日
付で就任しました。

【渡部氏の略歴】
昭和54年１月から昭和
57年11月まで丹原町助
役、平成５年８月から
２市２町合併まで丹原
町長。平成16年12月か
ら１期副市長。64歳。
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昭和52年から８期27年の長きにわたり
丹原町議会議員として町政運営に参画
され、この間、議長等の要職を歴任さ
れ、町政の伸展と住民福祉の増進に多
大な貢献をされました。

昭和55年から18年余の長きにわたり、
西条商工会議所副会頭として地域事業
所の改善と発展に寄与され、地域産業
と商工会議所の発展に多大な貢献をさ
れました。

　障害者週間（12月３日～９日）にちなんで、障害者福祉やボランティア活動を
テーマにした標語を市内の小学生から募集したところ、全校から計2049点の応募
がありました。審査の結果、次の優秀作品が決まりました。（敬称略）

■最優秀賞
○川又竜二郎（楠河小６年）
　ふれ愛　支え愛　助け愛
　　　　　　愛から生まれる福祉の芽

■優秀賞
○井上真理子（西条小６年）
　感じて伝えてひびき合う
　　　　　　つながり広がる福祉の輪

○兼頭　舞（田野小６年）
　作るな境界　たやすな笑顔
　　　　　　　みんな仲よく福祉の輪

○玉置大祐（石根小５年）
　手伝います
　　　みんなが言えたら　すばらしい

■入　選　堀江春花（大町小６年）
　　　　　大川美優（氷見小６年）
　　　　　内田銀次（神拝小６年）
　　　　　安藤優作（三芳小６年）
■特別賞　加藤いづみ（大町小５年）
　　　　　西原こなつ（大町小６年）
　　　　　山下大輝（禎瑞小６年）
　　　　　村上詩歩（飯岡小５年）
　　　　　小西一央（壬生川小５年）
　　　　　山本千尋（国安小５年）
　　　　　弓山真由（徳田小５年）
　　　　　大道結佳（小松小６年）

障害者更生援護功労
自らの障害を克服し、平成13年か
ら愛媛県身体障害者団体連合会会
長を務められるとともに、２市２
町合併後には西条市障害者団体連
合会会長を務められるなど、障害
者福祉の向上に尽力されています。

　市議会12月定例会初日の12月９
日に、任期の満了する副市長渡部
高尚氏を引き続き副市長として任
命することが同意され、12月15日
付で就任しました。

【渡部氏の略歴】
昭和54年１月から昭和
57年11月まで丹原町助
役、平成５年８月から
２市２町合併まで丹原
町長。平成16年12月か
ら１期副市長。64歳。
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▲特選　西条祭振興会長賞
　「映える」　津島しのぶ（禎瑞）

▲特選　西条市観光協会長賞
　「獅子舞奉納」　伊藤克朗（新居浜市）

▲

準
特
選

　

「
拍
手
カ
ッ
サ
イ
」

　
　
　
　

三
崎
光
行
（
禎
瑞
）

▲

準
特
選

　

「
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
」

　
　

鍜
治
信
良
（
新
居
浜
市
）

▲

準
特
選

　

「
ソ
リ
ャ
ー
、
ガ
ン
バ
レ
」

　
　
　
　

高
木
綾
子
（
禎
瑞
）

　

▲

準
特
選

　
　

「
最
高
潮
」

　
　
　
　

十
亀
貞
子
（
飯
岡
）

松
浦
　

豪
　
　

（
大
町
）

池
田
和
之
　

（
氷
見
乙
）

渡
辺
　

直
　

（
岡
山
県
）

黒
川
勝
彦
　

（
氷
見
乙
）

伊
藤
節
子
　

（
喜
多
川
）

石
川
多
喜
雄
（
喜
多
川
）

村
上
　

巍
（
小
松
町
南
川
）

井
上
　

昭
　

（
松
山
市
）

新
名
重
信
　

（
神
拝
甲
）

池
森
　

朔
　

（
氷
見
丙
）

津
島
一
誠
　
　

（
禎
瑞
）

山
台
雄
三
　

（
古
川
甲
）

武
智
秀
夫
（
伊
予
郡
松
前
町
）

鍜
治
昭
一
（
新
居
浜
市
）

◇◆◇　入選　◇◆◇

市内外から２０７点の応募がありました。
審査の結果、次の方々が入賞されました。
　　　　　　　　　　　　　　（敬称略）

▲推薦　西条市長賞　「クライマックス」　津島次康（禎瑞）
▲準特選　「ヨイトサー、ヨイトサー！」
　　　　　　濱本秀雄（南宇和郡愛南町）
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　西条市公民館フェスティバルは、舞台発表・作品展示・体験コーナーの
３つの部門で構成されており、市内29の公民館が一堂に会して開催します。
　皆さまのお越しを心よりお待ちしております。

１／ 17 ㈯

18 ㈰

※バザー・お弁当の当日販売はありません。

９時30分　開会式
　　　　　 舞台発表・作品展示
　　　　　体験コーナー
　　　　　健康コーナー
９時　　　作品展示　

主　催：西条市教育委員会
　　　　西条市公民館連絡協議会
問合せ：中央公民館　℡0898－65－4030

フラメンコ・少林寺・フラダンス・
日本舞踊・大正琴・太極拳などのサ
ークルの皆さんが、日ごろの活動成
果を発表します。

グラスアート・トールペイント
・ネイチャープリントが手軽に
体験できます。この機会に体験
してみませんか？

■開会式・舞台発表
日時：１／17㈯　９時30分～16時
場所：大ホール

■体験コーナー
日時：１／17㈯　10時～15時
場所：ロビー・エントランス
　　　ホール
※材料がなくなり次第、終了します。

■健康コーナー
日時：１／17㈯　10時～15時
場所：ロビー

墨絵・俳画・書道・絵手紙・写真・木目込み
人形・川柳・かずら細工・押し花・ちぎり絵
・編み物・クロスステッチ・手芸・レザーク
ラフト・水墨画など、各公民館のサークルの
皆さんによる作品を展示します。

■作品展示
日時：１／17㈯　10時～16時
　　　　　18㈰　９時～13時
場所：小ホール

保健師があなたの健康チェックを行います。
お気軽にどうぞ！
（血圧測定・体脂肪測定・握力測定・胸囲
測定)

　ネイチャープリントでキ
ーホルダー、ブローチ、ネ
ックレスを作ります。
■体験時間　10～30分程度
■参  加  費　
　キーホルダー：300円
　ブローチ：500円～
　ネックレス：500円～

ネイチャープリント
　トールペイントで、か
わいい小物を作ります。

■体験時間　30分程度
■参  加  費　500円

トールペイント
　グラスアートでスタン
ドミラー、ティッシュケ
ースを作ります。

■体験時間　10分程度
■参  加  費　500円

グラスアート

各コーナーのご案内各コーナーのご案内
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▼平成22年度以降の徴収方法（継続して特別徴収）

▼平成21年度の徴収方法（普通徴収と特別徴収の併用）

　個人市県民税の納税義務者で、公的年金等を
受給されている65歳以上の方（平成21年４月１
日に老齢基礎年金等を受給されている方）

　国民年金法に基づく老齢基礎年金などの老齢
または退職を支給事由とする年金

　公的年金等の年金所得に係る個人市県民税の
所得割額および均等割額

※ただし、次に該当される方は対象とはなりません。
　○老齢基礎年金等の年額が18万円未満の方
　○特別徴収した場合、年金の支払額がなくなる方
　○平成21年１月２日以降に転入、転出した方
　○介護保険の特別徴収対象被保険者でない方

※年度途中で市県民税額が変更となった場合には、年
　金からの特別徴収は中止となり、徴収済額を除いた
　残額のすべてが普通徴収に切り替わります。

※対象となる年金が複数ある場合は、そのうちの１つ
　の年金が特別徴収対象の年金となります。

　公的年金等の所得にかかる個人市県民税が、平成21年10月以降に支給される公的年金から
特別徴収（天引き）されます。特別徴収によって、市役所や金融機関の窓口に出向く必要が
なく、納め忘れもありません。また、これまで年４回であった納期が、年金の支給回数に合
わせた年６回になります。なお、この制度によって年税額が増えることはありません。

※公的年金等の年金所得以外に給与所得やその他の所
　得がある場合は、その所得に係る税額はこれまでと
　同じ徴収方法で納付をお願いすることになります。

▼特別徴収の対象となる方

　控除方式が税額控除方式に変わり、適用額の基準が５千円に引き下げられます。

▼控除方式等の変更

　これまでの寄附金控除の対象に加えて、所得税で寄附金控除の対象となっている寄附金の中から県や
市が条例で指定することにより、対象が拡大されます。

改正前の①～③に加えて、県や市が条例で指定した寄附金を対象①地方公共団体
②愛媛県共同募金会
③日本赤十字社愛媛県支部

▼控除対象の拡大

　地方公共団体（西条市など）に対する寄附金については、特例控除を計算し、基本控除に加えて控除
することができます。このため、５千円を超える部分の寄附金は、一定の限度額まで所得税の控除とあ
わせて全額控除されます。

▼地方公共団体に対する寄附金税制の見直し（ふるさと納税） ▼特別徴収の方法と時期　収入が年金のみの方の徴収方法は下表のとおりです。

▼特別徴収の額

▼特別徴収の対象となる年金

●４月・６月・８月においては前年の10月から翌年３月までに特別徴収（天引き）した額と同額を仮徴収し、10月・12月・２月に
　おいては年税額から仮徴収した額を差し引いた額の３分の１ずつを、老齢基礎年金等の支給額から天引きします。

●年度前半は、年税額の４分の１ずつを６月・８月に、普通徴収によって個人で納めていただきます（納付書による窓口払い、口
　座振替など）。年度後半は、残りの額を10月・12月・２月の老齢基礎年金等の支給額から特別徴収（天引き）します。

３分の１３分の１３分の１
年税額から仮徴収額を差し引いた額の前年10月から３月までに徴収した額の

仮　徴　収

個人で納付（普通徴収）

年　税　額　の

年金から天引き（特別徴収）

年金から天引き（特別徴収）
本　徴　収

３分の１３分の１３分の１

４分の１ ４分の１ ６分の１ ６分の１ ６分の１

４月

平成21年６月 平成21年８月 平成21年10月 平成21年12月 平成22年２月

６月 ８月 10月 12月 ２月

徴収税額

徴収税額

徴収月

徴収月

徴収方法

徴収方法

12,000円12,000円12,000円10,000円10,000円10,000円

15,000円 15,000円 10,000円 10,000円 10,000円

例：平成22年度の年税額が
　　66,000円の場合

例：平成21年度の年税額が
　　60,000円の場合

控除対象限度額 総所得金額等の25％

改　正　前

改　正　前

改　正　後

改　正　後

10万円を超える寄附金 ５千円を超える寄附金
総所得金額等の30％

控除方式

適用額

〔寄附金－10万円〕を
総所得金額等の合計額から所得控除

〔寄附金－５千円〕╳10％を
所得割額から税額控除（基本控除）

※県・市では、所得税で寄附金控除の対象となっている寄附金の中から、
　県内に主たる事務所を有する社会福祉法人、学校法人等に対するものを
　対象として指定しています。

※０～40％は寄附者の所得税率に応じて決められます。
※特例控除額は、個人市県民税所得割額の10％が上限となります。

●計算例　地方公共団体に４万円を寄附した場合（給与収入700万円で夫婦子２人、所得税の税率10％、個人住民税所得割額が29万 3,500円の場合）
　　　　　①　寄附金４万円のうち、5,000円を差し引いた３万5,000円が適用額になります。
　　　　　②　基本控除は、３万5,000円×10％＝3,500円
　　　　　③　特例控除は、３万5,000円×（90％ー10％）＝２万8,000円
　　　　　④　②と③を合わせた３万1,500円を市県民税所得割から税額控除します。
　　　　　⑤　上記のほか、所得税で3,500円が軽減されるため、総額で３万5,000円の寄附金控除を受けることができます。

市庁舎本館市民税課　市民税係　℡0897－52－1317（直通）
東予総合支所税務課　税務係　　℡0898－64－2700　内線121
丹原総合支所税務課　税務係　　℡0898－68－7300　内線214
小松総合支所税務課　税務係　　℡0898－72－2111　内線114

特例控除の計算方法

個人市県民税改正についての
お問い合わせ先

寄附金控除を受けるには、所得税の確定申告や市への申告が必要です。詳しくはお問い合わせください。
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▼平成22年度以降の徴収方法（継続して特別徴収）

▼平成21年度の徴収方法（普通徴収と特別徴収の併用）

　個人市県民税の納税義務者で、公的年金等を
受給されている65歳以上の方（平成21年４月１
日に老齢基礎年金等を受給されている方）

　国民年金法に基づく老齢基礎年金などの老齢
または退職を支給事由とする年金

　公的年金等の年金所得に係る個人市県民税の
所得割額および均等割額

※ただし、次に該当される方は対象とはなりません。
　○老齢基礎年金等の年額が18万円未満の方
　○特別徴収した場合、年金の支払額がなくなる方
　○平成21年１月２日以降に転入、転出した方
　○介護保険の特別徴収対象被保険者でない方

※年度途中で市県民税額が変更となった場合には、年
　金からの特別徴収は中止となり、徴収済額を除いた
　残額のすべてが普通徴収に切り替わります。

※対象となる年金が複数ある場合は、そのうちの１つ
　の年金が特別徴収対象の年金となります。

　公的年金等の所得にかかる個人市県民税が、平成21年10月以降に支給される公的年金から
特別徴収（天引き）されます。特別徴収によって、市役所や金融機関の窓口に出向く必要が
なく、納め忘れもありません。また、これまで年４回であった納期が、年金の支給回数に合
わせた年６回になります。なお、この制度によって年税額が増えることはありません。

※公的年金等の年金所得以外に給与所得やその他の所
　得がある場合は、その所得に係る税額はこれまでと
　同じ徴収方法で納付をお願いすることになります。

▼特別徴収の対象となる方

　控除方式が税額控除方式に変わり、適用額の基準が５千円に引き下げられます。

▼控除方式等の変更

　これまでの寄附金控除の対象に加えて、所得税で寄附金控除の対象となっている寄附金の中から県や
市が条例で指定することにより、対象が拡大されます。

改正前の①～③に加えて、県や市が条例で指定した寄附金を対象①地方公共団体
②愛媛県共同募金会
③日本赤十字社愛媛県支部

▼控除対象の拡大

　地方公共団体（西条市など）に対する寄附金については、特例控除を計算し、基本控除に加えて控除
することができます。このため、５千円を超える部分の寄附金は、一定の限度額まで所得税の控除とあ
わせて全額控除されます。

▼地方公共団体に対する寄附金税制の見直し（ふるさと納税） ▼特別徴収の方法と時期　収入が年金のみの方の徴収方法は下表のとおりです。

▼特別徴収の額

▼特別徴収の対象となる年金

●４月・６月・８月においては前年の10月から翌年３月までに特別徴収（天引き）した額と同額を仮徴収し、10月・12月・２月に
　おいては年税額から仮徴収した額を差し引いた額の３分の１ずつを、老齢基礎年金等の支給額から天引きします。

●年度前半は、年税額の４分の１ずつを６月・８月に、普通徴収によって個人で納めていただきます（納付書による窓口払い、口
　座振替など）。年度後半は、残りの額を10月・12月・２月の老齢基礎年金等の支給額から特別徴収（天引き）します。

３分の１３分の１３分の１
年税額から仮徴収額を差し引いた額の前年10月から３月までに徴収した額の

仮　徴　収

個人で納付（普通徴収）

年　税　額　の

年金から天引き（特別徴収）

年金から天引き（特別徴収）
本　徴　収

３分の１３分の１３分の１

４分の１ ４分の１ ６分の１ ６分の１ ６分の１

４月

平成21年６月 平成21年８月 平成21年10月 平成21年12月 平成22年２月

６月 ８月 10月 12月 ２月

徴収税額

徴収税額

徴収月

徴収月

徴収方法

徴収方法

12,000円12,000円12,000円10,000円10,000円10,000円

15,000円 15,000円 10,000円 10,000円 10,000円

例：平成22年度の年税額が
　　66,000円の場合

例：平成21年度の年税額が
　　60,000円の場合

控除対象限度額 総所得金額等の25％

改　正　前

改　正　前

改　正　後

改　正　後

10万円を超える寄附金 ５千円を超える寄附金
総所得金額等の30％

控除方式

適用額

〔寄附金－10万円〕を
総所得金額等の合計額から所得控除

〔寄附金－５千円〕╳10％を
所得割額から税額控除（基本控除）

※県・市では、所得税で寄附金控除の対象となっている寄附金の中から、
　県内に主たる事務所を有する社会福祉法人、学校法人等に対するものを
　対象として指定しています。

※０～40％は寄附者の所得税率に応じて決められます。
※特例控除額は、個人市県民税所得割額の10％が上限となります。

●計算例　地方公共団体に４万円を寄附した場合（給与収入700万円で夫婦子２人、所得税の税率10％、個人住民税所得割額が29万 3,500円の場合）
　　　　　①　寄附金４万円のうち、5,000円を差し引いた３万5,000円が適用額になります。
　　　　　②　基本控除は、３万5,000円×10％＝3,500円
　　　　　③　特例控除は、３万5,000円×（90％ー10％）＝２万8,000円
　　　　　④　②と③を合わせた３万1,500円を市県民税所得割から税額控除します。
　　　　　⑤　上記のほか、所得税で3,500円が軽減されるため、総額で３万5,000円の寄附金控除を受けることができます。

市庁舎本館市民税課　市民税係　℡0897－52－1317（直通）
東予総合支所税務課　税務係　　℡0898－64－2700　内線121
丹原総合支所税務課　税務係　　℡0898－68－7300　内線214
小松総合支所税務課　税務係　　℡0898－72－2111　内線114

特例控除の計算方法

個人市県民税改正についての
お問い合わせ先

寄附金控除を受けるには、所得税の確定申告や市への申告が必要です。詳しくはお問い合わせください。
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グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
は

都
市
に
住
む
人
が
自
然
に
恵
ま
れ

た
農
山
漁
村
地
域
に
滞
在
し
、
そ

の
自
然
、
文
化
、
人
々
と
の
交
流

を
楽
し
む
余
暇
活
動
の
こ
と
で
、

簡
単
に
言
う
と
「
農
山
漁
村
で
楽

し
む
ゆ
と
り
あ
る
休
暇
」
で
す
。

　

食
の
安
全
や
自
然
・
環
境
へ
の

関
心
が
高
ま
る
中
、
都
市
部
で
は

「
ゆ
と
り
」
や
「
や
す
ら
ぎ
」
を

求
め
る
人
が
増
え
て
お
り
、
こ
う

し
た
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
（
生
活
様

式
）
の
変
化
な
ど
を
背
景
に
、
グ

リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
需
要
が

年
々
高
ま
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。

　

農
山
漁
村
に
と
っ
て
も
、
消
費

者
と
の
交
流
を
深
め
る
こ
と
で
、

地
元
産
品
の
販
路
拡
大
、
生
産
意

欲
の
向
上
、
消
費
者
へ
の
情
報
発

信
な
ど
、
地
域
活
性
化
の
効
果
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

　

市
で
は
農
林
水
産
業
と
観
光
の

連
携
を
図
る
こ
と
で
地
域
の
活
性

化
に
つ
な
げ
て
い
こ
う
と
、
市
の

基
本
計
画
に
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
推
進
を
掲
げ
、
平
成
19
年

７
月
に
「
西
条
市
グ
リ
ー
ン
・
ツ

ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議
会
」
を
立
ち

上
げ
ま
し
た
。

　

協
議
会
に
は
、
グ
リ
ー
ン
・
ツ

ー
リ
ズ
ム
の
実
践
者
、
生
活
研
究

グ
ル
ー
プ
、
交
流
施
設
管
理
者
、

観
光
協
会
な
ど
多
様
な
人
材
が
集

ま
り
、
地
域
特
有
の
資
源
を
活
用

し
た
独
自
性
の
あ
る
グ
リ
ー
ン
・

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

平
成
19
年
度
は
「
グ
リ
ー
ン
・

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
普
及
・
啓
発
と
人

材
育
成
」
を
メ
ー
ン
テ
ー
マ
に
、

研
修
会
や
先
進
地
視
察
、
地
域
別

の
グ
ル
ー
プ
講
習
な
ど
を
行
い
、

現
状
の
問
題
点
の
把
握
や
今
後
の

方
向
性
な
ど
に
つ
い
て
検
討
し
た

ほ
か
、
地
域
で
中
心
に
な
っ
て
取

り
組
む
人
材
を
育
成
す
る
た
め
、

指
導
者
を
養
成
す
る
講
座
な
ど
へ

候
補
者
を
派
遣
し
ま
し
た
。

　

平
成
20
年
度
は
、
受
け
入
れ
体

制
の
整
備
と
し
て
、
モ
ニ
タ
ー
ツ

ア
ー
（
２
回
）
や
柿
を
テ
ー
マ
と

し
た
モ
デ
ル
事
業
を
実
施
し
、
体

験
メ
ニ
ュ
ー
な
ど
の
充
実
を
図
り

ま
し
た
。

　

年
度
末
に
は
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
な
ど
を

作
成
し
、
さ
ら
な
る
情
報
発
信
に

努
め
て
い
き
ま
す
。
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●丹原もぎたて倶楽部　事務局　四季彩農園　℡0898－68－7936
　URL http://www.dokidoki.ne.jp/home2/masaa/sub1050.html

●石鎚ふれあいの里　℡0897－59－0203
　URL http://www2.ocn.ne.jp/~oofuki/index.html

●えひめＧＴナビ（西条市内をはじめ愛媛のグリーン・ツーリズム情報が満載）
　URL http://www.ehime-gtnavi.jp/

西条市グリーン・ツーリズム推進協議会
事務局　市庁舎本館農林水産課　農政係　℡0897－52－1216

▲生産者の指導を受けながら、恐る恐る
　子牛にミルクをあげる子どもたち

▲農家に民泊し、地域の食材で作った料
　理を食べて満足顔の子どもたち

　

丹
原
も
ぎ
た
て
倶
楽
部
は
、
旬

の
果
物
の
収
穫
体
験
を
通
じ
て
都

市
と
農
村
の
交
流
に
よ
る
「
夢
の

あ
る
新
し
い
農
業
」
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
掲
げ
て
平
成
９
年
に
結
成
さ

れ
、
現
在
、
８
戸
の
農
家
が
約
６

㌶
の
耕
作
地
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
果

物
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

　

倶
楽
部
で
は
、
年
間
を
通
じ
て

楽
し
め
る
多
彩
な
旬
の
果
物
狩
り

を
行
っ
て
お
り
、
今
年
度
は
新
た

な
体
験
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
、
干
し

柿
づ
く
り
体
験
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ

ま
し
た
。（
左
表
参
照
）

　

今
後
は
、
さ
ら
な
る
品
目
の
導

入
や
耕
作
地
の
面
積
拡
大
を
行
う

ほ
か
、
ジ
ャ
ム
や
ド
ラ
イ
フ
ル
ー

ツ
な
ど
加
工
品
の
研
究
、
農
業
や

収
穫
物
の
学
習
が
で
き
る
体
験
メ

ニ
ュ
ー
の
開
発
に
も
取
り
組
み
、

よ
り
多
く
の
人
に
楽
し
み
な
が
ら

農
業
や
自
然
へ
の
理
解
を
深
め
て

も
ら
え
る
農
園
づ
く
り
を
め
ざ
し

て
い
ま
す
。

　

石
鎚
ふ
れ
あ
い
の
里
は
、
廃
校

に
な
っ
た
旧
高
嶺
小
学
校
を
利
用

し
た
市
の
宿
泊
施
設
で
、
周
囲
は

山
に
囲
ま
れ
、
清
流
・
加
茂
川
が

前
を
流
れ
る
自
然
豊
か
な
環
境
に

恵
ま
れ
た
施
設
で
す
。

　

現
在
、
こ
の
施
設
は
指
定
管
理

者
制
度
に
よ
っ
て
、
地
元
の
住
民

グ
ル
ー
プ
「
大
保
木
を
よ
く
す
る

会
」
が
管
理
運
営
し
、
山
間
部
な

ら
で
は
の
体
験
メ
ニ
ュ
ー
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

主
な
体
験
メ
ニ
ュ
ー
は
、
近
く

の
竹
を
切
り
出
し
て
の
竹
細
工
・

竹
飯
づ
く
り
、
草
木
を
採
取
し
て

の
草
木
染
め
、
石
鎚
山
の
自
然
や

生
き
物
の
観
察
、
山
歩
き
な
ど
、

自
然
に
触
れ
、
楽
し
め
る
体
験
が

多
く
あ
り
ま
す
。

　

平
成
20
年
度
か
ら
は
、
農
林
水

産
省
・
文
部
科
学
省
・
総
務
省
の

三
省
が
連
携
し
た
「
子
ど
も
農
山

漁
村
交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
小
学

校
の
児
童
を
対
象
に
農
山
漁
村
の

持
つ
教
育
資
源
を
活
用
し
た
１
週

間
程
度
の
交
流
体
験
活
動
を
推
進

す
る
も
の
で
、
子
ど
も
た
ち
が
自

然
豊
か
な
農
山
漁
村
に
宿
泊
し
、

農
林
漁
業
者
と
の
交
流
や
農
林
漁

業
体
験
・
自
然
体
験
を
行
う
こ
と

で
、
も
の
の
見
方
や
考
え
方
が
深

ま
り
、
学
ぶ
意
欲
や
自
立
心
、
思

い
や
り
の
心
、
規
範
意
識
な
ど
を

育
み
、
力
強
い
成
長
を
促
す
効
果

が
あ
る
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

参
画
し
、
平
成
20
年
10
月
27
日
～

31
日
（
４
泊
５
日
）
の
日
程
で
、

伊
予
市
内
の
小
学
５
・
６
年
生
の

受
け
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
40
人
の
児
童
は
田
野

地
区
の
果
樹
農
家
に
民
泊
し
、
柿

の
収
穫
作
業
を
体
験
し
た
ほ
か
、

石
鎚
ふ
れ
あ
い
の
里
で
の
禎
瑞
小

学
校
の
児
童
と
の
交
流
、
飯
岡
地

区
で
の
酪
農
体
験
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

市
で
は
今
後
も
こ
う
し
た
活
動

の
受
け
入
れ
を
積
極
的
に
行
い
、

さ
ら
な
る
受
け
入
れ
体
制
の
拡
大

・
整
備
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
グ

リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
興
味
の

あ
る
方
は
西
条
市
グ
リ
ー
ン
・
ツ

ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議
会
へ
、
ぜ
ひ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

丹原もぎたて倶楽部
年間体験メニュー

★１月～５月　イチゴ狩り
★５月　　　　サクランボ狩り
★６月～７月　スモモ狩り
★７月　　　　モモ狩り
★８月　　　　ブルーベリー狩り
★８月～９月　ブドウ狩り
★９月～10月　イチジク狩り・栗拾い
★10月～11月　柿狩り・ミカン狩り
★11月～12月　キウイフルーツ狩り

内容　干し柿づくり、
　　　試食、柿のお話
期間　１月20日㈫まで
料金　1,000円
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きれいな滝からの水が、丹原地区簡易水道に
・・河南地区（丹原町寺尾・志川など）・・

　　　　　　　　　　　この滝は、丹原町楠窪の志河川ダ
　　　　　　　　　　ムの上流の支流、横谷にあり、滝か
　　　　　　　　　　ら流れた水を河南地区の丹原地区簡
　　　　　　　　　　易水道に利用しています。　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　この支流からの水は、寺尾・志川
　　　　　　　　　　などの集落の水道として供給されて
　　　　　　　　　　いましたが、その後、旧丹原町の簡
　　　　　　　　　　易水道として整備され、現在、市に
　　　　　　　　　　よって維持管理されています。
　滝から流れた水は、導水管を通じて浄水場に入り、ろ過
池でろ過された後、塩素で消毒され、配水池に貯まり、河
南地区の一般家庭など約300世帯に送られています。

〒799-1394　周布349番地1　TEL0898ー64ー2700　FAX0898ー65ー4363

　植栽指導をしていただいた小
松つばき会は、町内の椿愛好家
が集まって日本ツバキ協会の支
部として発足し、小松特有の椿
の育成や椿の普及啓発を行って
います。具体的には、椿交流館
に隣接された約300種の椿が咲
く椿ハウスの管理、７月ごろに
は小松まちづくり開発センターで椿の挿し木、石根小学校
では篤山椿の挿し木指導、今年からは老人クラブから引き
継いで椿一輪展を開催し、椿の育て方や接木の方法なども
講習しています。
　この「椿」千年の森づくりを第一歩として、今後も椿の
まちづくりを市民の皆さんとともに行い、香り高い文化の
継承に努めていきます。

　丹原町管内で市が管理する水道の取水は、ほとんどが地
下水ですが、河南地区のみこの表流水を利用しています。
私たちの利用している水道の水源は、大自然の恵みによっ
て得られる地下水や表流水であり、大切な有限資源です。
昨今の異常気象による渇水の時期には、配水経路の切替な
どを行い、貴重な水を効率的に各水源に配水し、集中豪雨
時期には、表流水の濁りへの対応のため取水の調整を行う
など、水源の維持管理に注意を払っています。
　今後も安全な水を
市民の皆様に安定し
て供給してまいりま
すので、水道行政へ
のご理解とともに、
節水のご協力をお願
いします。

　昭和30年ごろからしばらく中断していましたが、北条地
区で復活したのをきっかけに、再び東予地域でこの行事が
行われるようになりました。
　とうどうさんをはやす（燃やす）時、この火にあたると
病気をしない、災難にあわない。また書き初めを燃やして
高く舞い上がると字が上達する。残り火で餅を焼いて食べ
ると無病息災でその年が過ごせるといわれています。
　今年は、「丑年」。「牛の歩みも千里」（怠らずに努力
をし続ければ成果があがる）ということわざがあるように、
牛のように忍耐強く、そして押しと粘りの強い年にしたい
ですね。この一年、皆様にとりまして素晴らしい年であり
ますようお祈り申し上げます。
　ここで、ちょっと雑学…。丑年生まれには、学問の神様
で有名な菅原道真、「蘭学事始」の著者である杉田玄白、
日本初の総理大臣となった伊藤博文などがいます。

〒791-0592　丹原町池田1733番地1　TEL0898ー68ー7300　FAX0898ー68ー4769

〒799-1198　小松町新屋敷甲496番地　TEL0898ー72ー2111　FAX0898ー72ー4048

東予総合支所

丹原総合支所

小松総合支所

　各総合支所管内での身近な出来事や話題などを毎月お知らせするコー
ナーです。

　黄色いジュータンのような菜の花畑

市民とともに椿のまちづくり　
　　　　     　《「椿」千年の森づくりと小松つばき会 》

　千年先まで咲き誇る「椿の香りと文化」継承をめざして、
11月23日に小松中央公園の椿の園で「椿」千年の森づくり
が行われました。この事業は、小松地区老人クラブ連合会
の椿栽培への取り組み20年を記念するとともに、今後の椿
によるまちづくり事業の一環として行われたものです。
　気持ちの良い秋晴れとなった当日は、約80人が参加して
小松つばき会の会員による指導のもと、椿の苗木を植栽し
ました。高さ30センチから１メートルを超す椿の苗木や水
を運んだり、穴を掘って苗木を植えたりと、皆さん汗をか
きながら協力し合って約350本の椿を植えました。植栽後
は、記念に椿の苗木をプレゼントし、自宅の庭にも椿の温
かさを広めるよう呼びかけました。

▲
浄
水
場

「無病息災でありますように…」      〈とうどうさん〉

　新年、あけましておめでとうございます。
　新年を迎え、今回ご紹介するのは、小正月の１月15日に
無病息災を祈って行われる「とうどうさん」です。地域に
よっては、「とうどさん」と呼ぶところもありますが、昔
　　　　　　　　　　　　　　　から正月の伝統行事とし
　　　　　　　　　　　　　　　て行われ、竹で円錐形に
　　　　　　　　　　　　　　　組んだものにしめ縄を巻
　　　　　　　　　　　　　　　き、その年飾ったしめ飾
　　　　　　　　　　　　　　　りなどを持ち寄り、積み
　　　　　　　　　　　　　　　上げてはやし（燃やし）、
　　　　　　　　　　　　　　　出迎えた歳神を炎と共に
　　　　　　　　　　　　　　　天上に見送るという古く
　　　　　　　　　　　　　　　からの習わしです。

横谷の滝

とうどうさん
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■
得
意
技
は
建
材
の
商
品
化　

 

　

 

「
バ
イ
オ
マ
ス
建
材
は
世
間
に

多
く
存
在
す
る
け
ど
、
原
材
料
ま

で
追
跡
可
能
で
、
高こ

う
じ
ゅ
う
て
ん

充
填
な
バ
イ

オ
マ
ス
建
材
を
提
供
し
た
い
の
が

私
た
ち
の
思
い
で
す
」
と
㈱
ト
ー

タ
ル
エ
ス
テ
ー
ト
・
プ
ロ
（
以
下

「
Ｔ
Ｅ
Ｐ
」）
の
吉
村
寿
浩
社
長

は
語
る
。

　

吉
村
社
長
は
西
条
市
在
住
。
長

年
住
宅
メ
ー
カ
ー
の
営
業
と
し
て

活
躍
し
た
が
、
真
に
お
客
様
の
た

め
の
住
宅
ビ
ジ
ネ
ス
が
し
た
い
と

の
思
い
を
胸
に
、
平
成
14
年
に
松

山
市
に
て
Ｔ
Ｅ
Ｐ
社
を
設
立
。
現

在
は
、
産
業
情
報
支
援
セ
ン
タ
ー

の
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
タ
室
に
入
居
し
、

新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
構
築
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

　

Ｔ
Ｅ
Ｐ
社
の
特
徴
は
、
自
ら

が
環
境
配
慮
型
建
材
の
開
発
に
携

わ
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ

こ
で
開
発
さ
れ
た
建
材
が
、
製
材

屑く
ず

や
ミ
カ
ン
の
絞
り
か
す
な
ど
の

バ
イ
オ
マ
ス
（
未
利
用
生
物
資

源
）
を
85
％
充
填
し
た
「
バ
イ
オ

85
」
で
あ
る
。
Ｔ
Ｅ
Ｐ
社
単
独
で

の
建
材
開
発
は
難
し
く
と
も
、
他

社
と
の
連
携
が
技
術
開
発
を
可
能

に
し
た
。
バ
イ
オ
85
は
、
Ｔ
Ｅ

Ｐ
社
と
㈱
ア
ド
バ
ン
テ
ッ
ク
、
基

本
技
術
を
持
つ
東
京
の
㈱
バ
イ
オ

テ
ッ
ク
マ
テ
リ
ア
ル
と
の
共
同
で

商
品
化
さ
れ
た
建
材
だ
。

　

こ
の
バ
イ
オ
85
は
、
今
ま
で
廃

棄
物
と
さ
れ
て
い
た
未
利
用
資
源

を
地
球
に
優
し
い
建
材
へ
と
商
品

転
換
し
、
原
材
料
等
の
生
産
履
歴

管
理
（
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
）
を

行
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
テ

レ
ビ
東
京
の
「
日
経
ス
ペ
シ
ャ
ル

ガ
イ
ア
の
夜
明
け
」
で
放
映
さ
れ

る
な
ど
、
徐
々
に
全
国
各
地
か
ら

注
目
を
集
め
始
め
て
い
る
。

　

儲
か
る
企
業
へ
転
換
す
る
た
め

の
実
践
型
の
経
営
者
塾
と
し
て

開
催
し
て
き
ま
し
た
「
西
条
桂

塾
」
の
続
編
で
、
昨
年
度
か
ら

実
施
し
て
い
る
「
西
条
経
営
者

塾
」
を
、「
ナ
ニ
ワ
の
ス
ゴ
腕
再

建
屋
」
と
い
わ
れ
る
桂
幹
人
氏
を

お
招
き
し
て
開
催
し
ま
す
。

■
開
催
日

　

1
月
14
日
㈬
・
28
日
㈬
・
2
月

12
日
㈭
・
25
日
㈬
・
3
月
11
日
㈬

の
全
５
回

■
場
所　

　

産
業
情
報
支
援
セ
ン
タ
ー

■
参
加
費　

１
万
円

■
申
込
み
方
法

　

産
業
情
報
支
援
セ
ン
タ
ー
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
上
の
専
用
申
込
み

フ
ォ
ー
ム
で
お
申
し
込
み
い
た
だ

く
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申

込
用
紙
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
い

た
だ
き
、
必
要
事
項
を
ご
記
入
の

上
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

■
申
込
期
限　

１
月
８
日
㈭

■
問
合
せ　

　

産
業
情
報
支
援
セ
ン
タ
ー

■
様
々
な
住
宅
ビ
ジ
ネ
ス
に
挑
戦

　

吉
村
社
長
の
思
い
を
実
現
す
る

た
め
、
Ｔ
Ｅ
Ｐ
社
は
様
々
な
住
宅

ビ
ジ
ネ
ス
に
挑
戦
し
て
い
る
。
そ

の
一
つ
が
、
樋
之
口
で
実
施
し
た

四
国
初
の
Ｃ
Ｏ
²
排
出
ゼ
ロ
分
譲

で
あ
る
。
バ
イ
オ
85
を
全
棟
デ
ッ

キ
材
や
公
共
ベ
ン
チ
へ
使
用
、
太

陽
光
発
電
パ
ネ
ル
を
全
棟
に
設
置

す
る
な
ど
の
環
境
対
策
を
行
い
、

残
り
の
Ｃ
Ｏ
²
排
出
分
は
排
出
権

を
購
入
し
、
Ｃ
Ｏ
²
排
出
ゼ
ロ
を

実
現
す
る
。

　

 

「
ま
だ
ま
だ
私
の
ビ
ジ
ネ
ス
は

出
発
点
で
す
。
中
・
長
期
で
目
標

を
高
く
掲
げ
て
努
力
し
て
い
き
た

い
」
吉
村
社
長
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
は

始
ま
っ
た
ば
か
り
だ
。

（
レ
ポ
ー
タ
ー
：
技
術
相
談
室
ア

ド
バ
イ
ザ
ー　

和
田
）

四
国
初
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
ゼ
ロ
分
譲
の
イ
メ
ー
ジ
図

環境配慮型建材「バイオ 85」

　産業情報支援センターの運営組織である
㈱西条産業情報支援センター（愛称：サイ
クス）の各種情報をお知らせします。
　今月は市内企業を紹介する「我が社の得
意技」や桂幹人氏を迎えてのセミナー「西
条経営者塾」についてお知らせします。

環境配慮の必要性を熱く語る吉村社長

50
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後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
（
長

寿
医
療
保
険
料
）
は
国
民
健
康
保

険
税
等
と
同
様
に
、
確
定
申
告
や

市
県
民
税
の
申
告
の
際
に
社
会
保

険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

■
課
税
年
金
か
ら
特
別
徴
収
（
天

引
き
）
さ
れ
た
方
へ

　

保
険
者
か
ら
送
付
さ
れ
る
「
源

泉
徴
収
票
」
に
保
険
料
と
し
て
控

除
し
た
額
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
申
告
の
際
に
そ
の
源
泉
徴

収
票
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

■
納
付
書
で
支
払
わ
れ
た
方
へ

　

支
払
わ
れ
た
際
に
受
け
取
ら
れ

た
「
納
付
領
収
書
」
を
、
申
告
の

際
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

■
口
座
振
替
で
支
払
わ
れ
た
方
へ

　

１
月
上
旬
に
、
対
象
と
な
る
方

全
員
に
「
納
付
証
明
書
」
を
郵
送

し
ま
す
の
で
、
申
告
の
際
に
そ
の

納
付
証
明
書
を
添
付
し
て
く
だ
さ

い
。

■
納
付
証
明
書
が
必
要
な
方
へ

　

非
課
税
年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ

た
方
や
納
付
領
収
書
を
紛
失
さ
れ

た
方
な
ど
で
、
納
付
証
明
書
が
必

要
な
方
に
は
、
１
月
13
日
㈫
か
ら

担
当
課
で
交
付
し
ま
す
。

　

交
付
に
は
申
請
が
必
要
で
す
の

で
、
印
鑑
を
持
っ
て
最
寄
り
の
担

当
課
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

○
市
庁
舎
本
館
国
保
医
療
課

　

医
療
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
１
２

○
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

市
民
保
険
係
（
東
予
）

　

市
民
生
活
係
（
丹
原
・
小
松
）

15
日　

固
定
資
産
税
第
４
期
分
、

国
民
健
康
保
険
税
第
6
期
分
の

督
促
状
の
発
送

２
月
２
日　

市
県
民
税
第
４
期
分
、

国
民
健
康
保
険
税
第
７
期
分
の

納
期
限

※
督
促
状
１
通
に
つ
き
１
０
０
円

の
督
促
料
と
延
滞
金
を
い
た
だ

き
ま
す
。

※
口
座
振
替
ご
利
用
の
方
は
、
納

期
限
日
の
残
高
に
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

　

公
的
年
金
受
給
者
を
対
象
に
、

確
定
申
告
書
の
作
成
方
法
な
ど
を

ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

■
日
時
・
場
所　

別
表
の
と
お
り

■
申
告
相
談
会
で
必
要
な
書
類

○
確
定
申
告
書
（
な
い
場
合
は
当

日
お
渡
し
し
ま
す
）

○
平
成
20
年
分
の
給
与
所
得
・
公

的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票

※
公
的
年
金
以
外
に
収
入
の
あ
る

方
は
、
そ
の
所
得
の
計
算
に
必

要
な
書
類
な
ど
。

○
国
民
健
康
保
険
料
な
ど
の
支
払

金
額
が
分
か
る
書
類

○
国
民
年
金
保
険
料
な
ど
の
支
払

い
を
証
明
す
る
書
類

○
生
命
保
険
料
や
地
震
保
険
料
な

ど
の
控
除
証
明
書

○
医
療
費
の
領
収
書
な
ど
、
所
得

控
除
に
必
要
な
書
類

○
住
宅
借
入
金
な
ど
、
特
別
控
除

に
必
要
な
書
類
（
事
前
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

○
申
告
者
名
義
の
預
貯
金
口
座
番

号
が
分
か
る
も
の

○
印
章
・
筆
記
用
具
・
電
卓

※
当
日
は
か
な
り
の
混
雑
が
予
想

さ
れ
ま
す
。
医
療
費
控
除
の
明

細
書
や
収
支
内
訳
書
等
は
事
前

に
作
成
し
て
き
て
く
だ
さ
い
。 

ま
た
、
自
動
車
で
の
ご
来
場
は

極
力
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

伊
予
西
条
税
務
署

　

個
人
課
税
第
一
部
門

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
６

－

３
２
９
０

公
的
年
金
等
の

申
告
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

■西条市庁舎
　℡0897－56－5151

■東予総合支所
　℡0898－64－2700

■丹原総合支所
　℡0898－68－7300

■小松総合支所
　℡0898－72－2111

市役所への
お問い合わせ先

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
は

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な

り
ま
す

１
月
の
市
税
ご
よ
み

■申告相談会の日時・場所

小松

地区

丹原

東予

西条

場　　　所日　　　時

丹原福祉センター
２階大会議室

小松総合支所
２階ホール

東予総合支所
３階
市庁舎別館
５階

２月９日㈪・10日㈫
12日㈭　９時～16時

２月４日㈬～６日㈮
９時～16時

２月２日㈪
９時～16時
２月３日㈫
９時～16時

　建物火災による死者数の約９割が住宅火災であり、その

うちの半数以上が65歳以上の高齢者です。

　住宅火災の多くは就寝中の「たばこ」や「暖房器具」が

発火源となって、布団や衣類に着火することで発生してお

り、死に至った原因は「逃げ遅れ」が大半を占めています。

★高齢者だけを残して外出しない。やむを得ず外出
　するときは隣近所に一声かけて出かけましょう。

★寝たきり、一人暮らしのお年寄りがいるところで
　は、万一に備えて隣近所で助け合える協力体制を
　作っておきましょう。

★高齢者の部屋のカーテンや寝具類は、防炎製品を
　使いましょう。
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国
民
年
金
は
老
後
や
万
が
一
の

事
態
に
備
え
、
保
険
料
を
納
め
て

お
互
い
を
支
え
合
う
制
度
で
す
。

■
加
入
手
続
き
方
法

　

住
民
票
を
お
い
て
い
る
市
区
町

村
の
年
金
担
当
窓
口
で
加
入
の
申

請
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
保
険
料
（
平
成
20
年
度
）

　

月
額
１
万
４
４
１
０
円

　

月
額
４
０
０
円
を
加
算
し
て
、

将
来
受
け
取
る
年
金
額
を
増
や
す

付
加
年
金
制
度
も
あ
り
ま
す
。

■
保
険
料
の
割
引
（
前
納
制
度
）

　

保
険
料
を
ま
と
め
て
前
払
い
す

る
こ
と
で
保
険
料
の
割
引
が
受
け

ら
れ
る
「
前
納
割
引
制
度
」
や

「
早
割
」
が
あ
り
ま
す
。

　

特
に
口
座
振
替
の
前
納
制
度
は

月
々
現
金
で
納
め
た
場
合
と
比
較

し
て
、
年
間
３
６
２
０
円
（
平
成

20
年
度
）
の
割
引
と
な
り
ま
す
。

　

口
座
振
替
の
申
請
は
、
３
月
上

旬
ま
で
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
保
険
料
が
払
え
な
い
場
合
は
？

　

所
得
が
少
な
く
保
険
料
が
納
め

ら
れ
な
い
場
合
や
学
生
の
場
合
、

保
険
料
の
納
付
を
猶
予
す
る
「
若

年
者
納
付
猶
予
制
度
」
「
学
生
納

付
特
例
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

　

猶
予
期
間
は
最
長
10
年
あ
り
ま

す
が
、
３
年
目
か
ら
は
一
定
の
額

が
加
算
さ
れ
た
保
険
料
を
納
め
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

■
問
合
せ

○
市
庁
舎
本
館
市
民
課　

年
金
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
３
８
３

○
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

市
民
保
険
係
（
東
予
）

　

市
民
生
活
係
（
丹
原
・
小
松
）

　

愛
媛
県
警
察
が
平
成
21
年
１
月

４
日
か
ら
発
行
す
る
運
転
免
許
証

は
、
す
べ
て
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
免
許
証

と
な
り
ま
す
。

　

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
免
許
証
は
偽
造
・

変
造
が
困
難
な
た
め
不
正
使
用
を

防
止
で
き
ま
す
。
ま
た
、
本
籍
を

免
許
証
に
は
記
載
せ
ず
Ｉ
Ｃ
チ
ッ

プ
に
記
録
す
る
た
め
、
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
が
保
護
さ
れ
ま
す
。

※
個
人
情
報
保
護
の
た
め
、
Ｉ
Ｃ

カ
ー
ド
免
許
証
の
発
行
の
際
に

は
、
暗
証
番
号
（
数
字
４
桁
を

２
組
）
の
設
定
が
必
要
で
す
。

※
発
行
手
数
料
は
、
従
来
の
額
に

４
５
０
円
加
算
さ
れ
ま
す
。

■
問
合
せ　

○
西
条
交
通
安
全
協
会

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
６

－

０
１
１
０

○
西
条
西
交
通
安
全
協
会

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

６
４

－

０
１
１
０

　

（独）
平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金
で

は
、
恩
給
欠
格
者
・
戦
後
強
制
抑

留
者
・
引
揚
者
の
「
ご
本
人
」
に

対
し
て
、
特
別
慰
労
品
を
贈
呈
し

て
い
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
方
は
、
市
庁
舎
別

館
社
会
福
祉
課
、
各
総
合
支
所
市

民
福
祉
課
に
あ
る
請
求
書
に
て
、

平
成
21
年
３
月
31
日
㈫
ま
で
に
ご

請
求
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

　

（独）
平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金

ＴＥＬ
０
１
２
０

－

２
３
４

－

９
３
３

　

中
小
企
業
庁
で
は
中
小
・
小
規

模
企
業
の
皆
さ
ん
の
資
金
繰
り
支

援
に
万
全
を
期
す
た
め
、
新
た
な

経
済
対
策
を
実
施
し
ま
し
た
。

■
緊
急
保
証
制
度
の
対
象
業
種
を

６
１
８
業
種
に
拡
大
し
ま
し
た

　

緊
急
保
証
制
度
は
信
用
保
証
協

会
の
１
０
０
％
保
証
で
す
。
責
任

共
有
制
度
の
適
用
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

対
象
と
な
る
業
種
の
方
は
、
一

般
保
証
８
千
万
円
に
加
え
て
、
別

枠
で
８
千
万
円
（
担
保
が
あ
る
方

は
一
般
保
証
２
億
円
に
加
え
て
、

別
枠
で
２
億
円
）
ま
で
の
保
証
を

利
用
で
き
ま
す
。

※
対
象
業
種
は
中
小
企
業
庁
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
で
き
ま
す
。

■
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
貸
付
は
業

種
を
問
わ
ず
利
用
可
能
で
す

　

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
貸
付
は
全

業
種
を
対
象
と
し
、
中
小
企
業
の

方
は
４
億
８
千
万
円
ま
で
、
小
規

模
企
業
の
方
は
４
８
０
０
万
円
ま

で
利
用
で
き
ま
す
。
特
に
業
況
の

厳
し
い
方
に
対
し
て
は
、
金
利
の

引
き
下
げ
も
行
う
予
定
で
す
。

　

特
別
貸
付
は
、
㈱
日
本
政
策
金

融
公
庫
、
沖
縄
振
興
開
発
金
融
公

庫
に
加
え
、
㈱
商
工
組
合
中
央
金

庫
で
も
行
う
予
定
で
す
。

■
問
合
せ

○
四
国
経
済
産
業
局
中
小
企
業
課

ＴＥＬ
０
８
７

－

８
１
１

－

８
５
２
９

○
中
小
企
業
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w

w
.chusho.m

eti.
go.jp

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

中
小
・
小
規
模
企
業
を
全
力
で

応
援
し
ま
す

恩
給
欠
格
者
・
戦
後
強
制
抑
留

者
・
引
揚
者
の
方
々
に
特
別
慰

労
品
を
贈
呈
し
て
い
ま
す

運
転
免
許
証
の

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
化
が
始
ま
り
ま
す

下水道についての疑問を下記までお寄せください
市庁舎本館下水道工務課　下水道維持係　℡0897－52－1576
日本下水道事業団四国総合事務所　　　　℡089－927－7271

　：下水処理の仕組みはどうなっているの？①　～砂・ごみなどの除去～

　：現在、西条市における下水処理場での１日の汚水処理量は、約３万立
方メートルに及びます。これらの汚水は下水管を通って下水処理場に流入
すると、まず「沈砂池・スクリーン」という施設に入ります。沈砂池では
汚水に混入して流れてくる砂などを沈め、その後、家庭から出る野菜くず
などをスクリーンで取り除きます。
　除去するごみの量が増加すると処理費用も
増加するため、野菜くずなどのごみは下水道
に流さないようにしましょう。また、汚水中
には油も含まれてきます。油は下水の処理機
能に支障をきたすだけでなく、固まれば下水
管の閉塞の原因になるので、家庭での食器の
油汚れはふき取って洗い、大量に油が残った
場合は、凝固剤で固めるなどして廃棄物で処
分するようにしましょう。

▲

ス
ク
リ
ー
ン
で
除
去
し
た
野
菜
く
ず
（
上

　

写
真
）
、
下
水
処
理
場
に
流
入
し
た
ボ
ー

　

ル
状
の
油
（
下
写
真
）
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■
開
催
日　

１
月
11
日
㈰

■
会
場
・
開
式
時
間

○
東
予
・
丹
原
地
域
の
方

　

丹
原
文
化
会
館　

10
時
30
分

○
西
条
・
小
松
地
域
の
方

　

総
合
文
化
会
館　

13
時
30
分

※
各
会
場
と
も
開
式
30
分
前
か
ら

受
付
を
開
始
し
ま
す
。

■
対
象
者

　

昭
和
63
年
４
月
２
日
～
平
成
元

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

※
市
内
に
住
民
票
が
な
い
方
で
、

西
条
市
の
成
人
式
に
出
席
を
希

望
す
る
方
は
、
社
会
教
育
課
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

　

市
庁
舎
別
館
社
会
教
育
課

　

社
会
教
育
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
５
４

【
草
木
染　

桜
の
幹
で
染
め
る
】

■
日
時
（
い
ず
れ
か
１
日
参
加
）

　

１
月
16
日
㈮
・
17
日
㈯
・
18
日

㈰　

13
時
～
16
時

■
内
容　

ふ
れ
あ
い
の
里
周
辺
で

集
め
た
素
材
で
染
め
ま
す
。

■
定
員　

各
10
人

■
参
加
費　

６
０
０
円

  【
こ
ん
に
ゃ
く
作
り
】

■
日
時
（
い
ず
れ
か
１
日
参
加
）

　

１
月
22
日
㈭
・
23
日
㈮
・
24
日

㈯　

13
時
～
16
時

■
内
容　

コ
ン
ニ
ャ
ク
芋
と
灰
汁

で
こ
ん
に
ゃ
く
を
作
り
ま
す
。

■
定
員　

各
10
人

■
参
加
費　

１
０
０
０
円

  【
雪
の
森
を
歩
く
】

■
日
時
（
い
ず
れ
か
１
日
参
加
）

　

１
月
30
日
㈮
・
31
日
㈯

　

７
時
30
分
～
16
時

■
内
容　

石
鎚
登
山
ロ
ー
プ
ウ
ェ

イ
山
頂
駅
～
八
丁
坂
の
約
３
㌔
の

距
離
を
歩
き
な
が
ら
、
動
物
の
足

跡
、
冬
芽
な
ど
を
観
察
し
ま
す
。

■
参
加
費
（
昼
食
代
別
途
必
要
）

○
中
学
生
以
上　

５
０
０
０
円

○
小
学
生
以
下　

２
５
０
０
円　

■
定
員　

各
10
人

  【
申
込
先
】

　

石
鎚
ふ
れ
あ
い
の
里

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
９

－

０
２
０
３

※
１
月
・
２
月
は
食
堂
を
お
休
み

い
た
し
ま
す
。

■
日
時　

２
月
１
日
㈰　

８
時
30

分
受
付
開
始
（
※
小
雨
決
行
）

■
場
所　

東
予
運
動
公
園

■
部
門
・
区
間

○
地
域
の
部　
　
　
　

６
区
間

○
中
学
生
男
子
の
部　

６
区
間

○
中
学
生
女
子
の
部　

６
区
間

○
小
学
生
男
子
の
部　

６
区
間

○
小
学
生
女
子
の
部　

６
区
間

※
各
部
門
の
参
加
対
象
に
つ
い
て

は
、
申
込
先
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限　

１
月
16
日
㈮

■
申
込
先

○
市
庁
舎
別
館
ス
ポ
ー
ツ
健
康
課

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
５
５

○
東
予
運
動
公
園
管
理
事
務
所

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

６
６

－

０
３
６
１

○
丹
原
ま
た
は
小
松
総
合
支
所
総

務
課　

総
務
調
整
係

■
日
時

　

１
月
18
日
㈰　

９
時
～
12
時

■
場
所　

西
消
防
署
救
急
実
習
室

■
内
容　

Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式

除
細
動
器
）
を
含
め
た
心
肺
蘇
生

法
の
講
習

■
定
員　

30
人
（
先
着
順
）

■
申
込
先

○
東
消
防
署
救
急
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
５

－

０
１
１
９

○
西
消
防
署
救
急
係

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

６
８

－

０
１
１
９

■
開
催
日

○
初
級

　

２
月
２
日
㈪
～
10
日
㈫
（
土
・

日
曜
日
を
除
く
。
計
７
回
）

○
中
級

　

２
月
12
日
㈭
～
20
日
㈮
（
土
・

日
曜
日
を
除
く
。
計
７
回
）

■
時
間　

９
時
～
11
時

■
場
所

　

産
業
情
報
支
援
セ
ン
タ
ー

■
対
象　

60
歳
以
上
の
方

■
内
容

○
初
級　

操
作
の
基
本
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
方
法
な
ど

○
中
級　

ワ
ー
ド
２
０
０
３
を
使

っ
た
文
書
作
成
な
ど

※
基
本
ソ
フ
ト
は
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ

Ｘ
Ｐ
を
使
い
ま
す
。

■
定
員　

初
級
20
人
・
中
級
10
人

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
で

決
定
し
ま
す
。

■
テ
キ
ス
ト
代　

○
初
級　

１
０
５
０
円

○
中
級　

１
５
７
５
円

■
申
込
期
限　

１
月
19
日
㈪

■
申
込
先　

㈱
西
条
産
業
情
報
支

援
セ
ン
タ
ー

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
３

－

０
０
１
０

平
成
21
年　

成
人
式

市
駅
伝
競
走
大
会（
東
予
会
場
）

石
鎚
ふ
れ
あ
い
の
里
各
種
教
室

日　　時 場　　　所行　　事　　名

行事の日程・場所等は、主催者側の都合で変更することがあります。

２日　9：00

11日　9：00

ひうち陸上競技場ほか

ひうち陸上競技場

25日　9：00 総合体育館

25日  10：00 ひうち陸上競技場

第55回西条市民サッカー大会

西条市耐寒マラソン大会

西条市スポーツ少年団さよなら大会
（空手道）

石井杯サッカー大会

市
民
救
命
士
養
成
講
習
会

高
齢
者
向
け
パ
ソ
コ
ン
教
室
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■
日
時　

１
月
30
日
㈮

　
　
　
　

10
時
～
11
時
30
分

■
場
所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
研

修
室
２
（
も
て
こ
い
元
気
館
）

■
講
師　

丹
原
児
童
館
児
童
厚
生

員　

宇
佐
美
克
弥

■
内
容　

エ
コ
・
ク
ラ
フ
ト
の
作

成
。
身
近
な
廃
材
な
ど
で
簡
単
に

出
来
る
お
も
ち
ゃ
を
作
り
ま
す
。

※
託
児
あ
り
（
申
込
必
要
）

■
申
込
期
限　

１
月
23
日
㈮

■
申
込
先　

市
庁
舎
別
館
女
性
児

童
福
祉
課
内　

西
条
フ
ァ
ミ
リ
ー

・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
３

－

１
６
６
６

■
日
程
（
各
級
全
１
０
０
時
間
）

○
初
級　

１
月
26
日
㈪
～
２
月
25

　
　
　

日
㈬

○
中
級　

３
月
２
日
㈪
～
30
日
㈪

■
場
所

　

産
業
情
報
支
援
セ
ン
タ
ー

■
内
容　

ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ
ル
、

パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
な
ど
仕
事
に
生
か
せ
る
デ
ー

タ
処
理
の
基
礎
実
務
等
の
研
修
。

■
定
員　

各
級
10
人
（
面
談
で
受

講
者
を
決
定
し
ま
す
）

■
受
講
料　

テ
キ
ス
ト
代
実
費

■
申
込
期
限　

１
月
16
日
㈮

■
申
込
先　

㈱
西
条
産
業
情
報
支

援
セ
ン
タ
ー

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
３

－

０
０
１
０

■
パ
ソ
コ
ン
研
修

○
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ビ
ル
ダ
ー
で
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作
っ
て
み
よ
う

　

１
月
24
日
㈯
・
25
日
㈰

　

申
込
期
限
…
１
月
９
日
㈮

○
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
で
チ
ラ
シ

を
作
っ
て
み
よ
う

　

２
月
14
日
㈯
・
15
日
㈰

　

申
込
期
限
…
１
月
30
日
㈮

○
ア
ク
セ
ス
応
用
操
作　

Ｖ
Ｂ
Ａ

　

２
月
21
日
㈯
、
28
日
㈯

　

申
込
期
限
…
２
月
６
日
㈮

■
専
門
技
術
研
修

○
Ａ
Ｕ
Ｔ
Ｏ

－

Ｃ
Ａ
Ｄ　

Ｌ
Ｔ
実

務
実
践
編

　

２
月
18
日
㈬
～
20
日
㈮

　

申
込
期
限
…
２
月
４
日
㈬

■
問
合
せ　

各
講
座
で
受
講
料
等

が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
東
予
産

業
創
造
セ
ン
タ
ー
（
ＴＥＬ
０
８
９
７

－

６
６

－

１
１
１
１
）
へ
。

※
第
１
・
３
月
曜
日
に
は
、
各
種

研
修
に
関
す
る
相
談
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。（
予
約
制
）

■
日
時　

１
月
７
日
㈬
・
21
日
㈬

　
　
　
　

10
時
～
15
時

■
場
所　

石
鎚
ピ
ク
ニ
ッ
ク
園
地

■
対
象　

初
心
者

■
定
員　

ス
キ
ー
20
人
・
ス
ノ
ー

ボ
ー
ド
10
人
（
先
着
順
）

■
申
込
先

　

石
鎚
登
山
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
９

－

０
３
３
１

■
問
合
せ

　

ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ザ
Ａ
Ｏ
Ｋ
Ｉ
内

　

西
条
市
ス
キ
ー
協
会
事
務
局

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
６

－

３
６
３
６

■
日
時　

１
月
19
日
㈪
～
23
日
㈮

　
　
　
　

９
時
～
16
時

■
場
所

○
講
義　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
（
も
て
こ
い
元
気
館
）

○
実
習　

市
内
公
共
施
設
な
ど

■
内
容　

剪せ
ん
て
い定

・
消
毒
作
業

■
対
象

　

市
内
在
住
の
60
歳
代
前
半
層
の

方
で
、
全
日
程
受
講
で
き
る
方

■
定
員　

30
人
（
先
着
順
）

■
申
込
期
間　

１
月
５
日
㈪
～

■
申
込
先　

㈳
西
条
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
西
条
事
務
所

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
５

－

７
７
８
５

　

東
予
学
舎
は
、
東
京
や
そ
の
周

辺
の
短
期
大
学
以
上
の
大
学
に
在

学
・
進
学
す
る
、
愛
媛
県
東
予
地

区
出
身
の
男
子
学
生
を
対
象
に
し

た
学
生
寮
で
す
。

■
募
集
人
員　

15
人
程
度
（
選
考

委
員
に
よ
る
書
類
選
考
で
決
定
）

■
施
設
概
要

○
寮
舎　

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

　
　
　
　
（
４
階
建
・
全
室
個
室
）

○
寮
費　

６
万
５
０
０
０
円
予
定

　
　
　
　
　
　
　
（
朝
夕
２
食
付
）

○
交
通　

京
王
線
西
調
布
駅
か
ら

徒
歩
７
分

■
応
募
期
間　

３
月
25
日
㈬
ま
で

■
問
合
せ

　

㈶
東
予
育
英
会　

東
予
学
舎

ＴＥＬ
０
４
２

－

４
８
８

－

６
２
６
１

※
応
募
要
項
を
各
高
等
学
校
に
送

付
し
て
い
ま
す
。

西
条
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
講
習
会

緑
地
保
全
管
理
者
養
成
講
習
会

東
予
産
業
創
造
セ
ン
タ
ー

人
材
育
成
研
修
講
座

求
職
者
対
象
パ
ソ
コ
ン
教
室

東
予
学
舎　

舎
生
募
集

●日時　１月18日㈰　10時～13時
●内容　牛の顔型模様のパンを作ります。
●講師　ＪＨＢＳ　一色典子氏
●定員　16人（応募多数の場合は抽選）
●参加費　2,000円　　　●申込期限　１月12日㈪

【臨時休館のお知らせ】　１月13日㈫・26日㈪は清掃作業などのため臨時休館します。
　　　　　　　　　　　　※年末年始（12月27日～１月４日）も休館します。

●日時　１月24日㈯　10時～13時
●内容　バレンタインチョコ２種類と肉まん（昼食用）作り。
●講師　料理研究家・食育アドバイザー　中村和憲氏
●定員　親子20組（先着順）
●参加費　１組2,000円　　　●申込期限　１月16日㈮

ス
キ
ー
＆
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
教
室
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西
条
・
丹
原
地
区
に
建
設
中
の

図
書
館
の
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
職
種
・
人
員

○
図
書
館
司
書
（
嘱
託
）

　

10
人
程
度

○
業
務
補
助
員
（
パ
ー
ト
）

　

若
干
名

■
応
募
要
件　

資
格
要
件
を
問
い

ま
せ
ん
が
、
図
書
館
司
書
資
格
を

有
す
る
者
を
優
先
し
ま
す
。

■
申
込
方
法

　

履
歴
書
を
教
育
総
務
課
へ
持
参

も
し
く
は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
間

　

１
月
５
日
㈪
～
28
日
㈬

※
１
月
26
日
㈪
消
印
有
効
。

■
申
込
先

　

市
庁
舎
別
館
教
育
総
務
課

　

 

教
育
総
務
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
３
５
３

　

環
境
に
や
さ
し
い
買
い
物
を
推

進
す
る
た
め
、
ご
み
の
減
量
化
・

再
資
源
化
な
ど
、
環
境
に
配
慮
し

た
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
る
店
を

「
西
条
エ
コ
シ
ョ
ッ
プ
」
と
し
て

認
定
し
ま
す
。

■
対
象
と
な
る
事
業
者

　

市
内
に
店
舗
を
有
し
、
次
の
環

境
に
配
慮
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
実
践

し
て
い
る
事
業
者

○
量
り
売
り
、
省
包
装
な
ど
を
実

施
し
て
い
る

○
不
用
品
の
買
い
取
り
・
販
売
、

商
品
の
修
理
・
補
修
な
ど
を
行

っ
て
い
る

○
割
り
箸
、
レ
ジ
袋
な
ど
の
使
用

削
減
に
取
り
組
ん
で
い
る

○
回
収
箱
を
設
置
し
、
資
源
ご
み

を
リ
サ
イ
ク
ル
し
て
い
る

○
環
境
に
配
慮
し
た
製
品
を
取
り

扱
い
、
周
知
し
て
い
る

○
西
条
産
の
食
材
を
積
極
的
に
取

り
扱
い
、
周
知
し
て
い
る

○
各
店
の
特
徴
を
活
か
し
た
内
容

で
市
が
認
め
た
も
の

※
事
務
所
内
で
の
省
エ
ネ
な
ど
、

直
接
消
費
者
に
関
係
が
な
い
も

の
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

■
登
録
方
法

　

申
込
先
に
あ
る
申
請
書
に
必
要

事
項
を
記
載
し
て
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
一
次
募
集
の
登
録
は
１
月

20
日
㈫
ま
で
受
け
付
け
ま
す
。
そ

の
後
も
随
時
募
集
し
ま
す
。

※
こ
の
制
度
は
２
月
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
ま
す
。

■
申
込
先　

市
庁
舎
別
館
環
境
課

　

環
境
計
画
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
２
１

■
募
集
学
科

　

電
気
工
事
士
実
践
コ
ー
ス

■
訓
練
期
間

　

平
成
21
年
２
月
～
７
月

■
訓
練
内
容　

第
２
種
電
気
工
事

士
資
格
の
取
得
と
就
職

■
入
校
資
格

　

お
お
む
ね
35
歳
以
上
で
、
職
業

に
就
こ
う
と
い
う
意
欲
の
あ
る
方

■
定
員　

10
人

■
受
付
期
間　

１
月
30
日
㈮
ま
で

■
入
校
選
考
日　

２
月
３
日
㈫

■
問
合
せ

　

新
居
浜
高
等
技
術
専
門
校

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

４
３

－

４
１
２
３

　

月
２
回
程
度
行
わ
れ
る
団
で
の

活
動
や
各
種
行
事
の
お
手
伝
い
を

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
野
外
活
動

が
好
き
な
方
、
子
ど
も
の
好
き
な

方
、
一
緒
に
活
動
し
ま
せ
ん
か
。

■
問
合
せ　

市
庁
舎
別
館
社
会
教

育
課　

社
会
教
育
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
５
４

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
な
ど
の
放

送
で
授
業
を
行
う
通
信
制
の
大
学

で
す
。
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・

歴
史
・
文
学
な
ど
、
15
歳
以
上
の

方
で
あ
れ
ば
、
好
き
な
科
目
を
１

科
目
か
ら
で
も
学
べ
ま
す
。

　

詳
し
い
資
料
を
無
料
で
進
呈
し

て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
出
願
期
間　

２
月
28
日
㈯
ま
で

■
問
合
せ　

放
送
大
学
愛
媛
学
習

セ
ン
タ
ー
（
愛
媛
大
学
内
）

ＴＥＬ
０
８
９

－

９
２
３

－

８
５
４
４

西
条
エ
コ
シ
ョ
ッ
プ

登
録
店
募
集

市
立
図
書
館
の
職
員
を

募
集
し
ま
す

放
送
大
学
４
月
入
学
生
募
集

県
立
新
居
浜
高
等
技
術
専
門
校

入
校
生
募
集

■募集する県営住宅の団地名

西条東団地
西条市新田258

新屋敷団地
西条市小松町新屋敷甲2422－2

東予団地
西条市国安158－10

御陣家南団地
西条市丹原町池田1224－20

新居浜南団地
新居浜市庄内町４－４

新居浜東団地
新居浜市庄内町１－４

多喜浜団地
新居浜市阿島１－８

多喜浜第２団地
新居浜市阿島１－７

磯浦団地
新居浜市磯浦町13

中耐
３階

簡耐
２階

中耐
４･５階

木造
２階

中耐
３･４階

中耐
３階

中耐
３階

中耐
３階

中耐
５階

型別（管理戸数）構造･階数団　 地 　名

　県営住宅の空家が生じた場合の補欠入居者を募集します。
入居は３月４日㈬以降の空家発生次第となります。
※入居順位は抽選で決定します。
■受付期間　２月２日㈪～10日㈫（土・日曜日を除く）
※申込用紙は１月中旬から申込先で配布します。
■抽選日時　３月３日㈫　14時
■抽選場所　東予地方局７階大会議室
■申込先　東予地方局４階　建築指導課　℡0897－56－1300

県営住宅の補欠入居者を募集します

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
募
集
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西
 条
 支
 店
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１月の休館日：毎週月曜日（12日開館）、１日㈭～３日㈯、
　　　　　　　13日㈫、14日㈬
開館時間：９時～22時

生涯学習の館　天神1－205　℡0897－53－8686

木工創作教室　１月10日㈯・24日㈯　13時～17時
　初めての方でも簡単に作れます。材料費は個人負担。
水彩画・油絵教室　１月10日㈯・24日㈯　19時～22時
　初めての方でも基礎から習えます。用具は各自で準備。
中高年ピアノ教室　１月７日㈬・21日㈬　13時～16時
　対象：40歳以上の初心者
秋季県展入選作品展（洋画）　１月４日㈰～27日㈫　
　第57回秋季県展で入選された市内在住者の油絵を展示し
ます。

１月の休館日：毎週月曜日、１日㈭～３日㈯
開館時間：８時30分～17時

佐伯記念館・郷土資料館
丹原町池田1711－１　℡0898－68－4610

西条版画展　１月17日㈯～２月１日㈰
　版画愛好家の皆さんによる３回目の作品展です。木版、
銅版、シルクスクリーンなどの作品をお楽しみください。
丹原地域小・中学生作品展　１月11日㈰まで
　先月に引き続き、丹原地域の小・中学生による絵と工作
を展示しています。

１月の休館日：毎週月曜日（12日開館）、１日㈭～３日㈯、
　　　　　　　13日㈫、14日㈬
開館時間：９時～17時

考古歴史館　福武乙27－6　℡0897－55－0419

古代の集落跡・池の内遺跡展
～官衛関連遺跡の調査～　２月15日㈰まで
　池の内遺跡２次調査で発見された
遺構や遺物から、古代には集落が存
在していたことが分かりました。
　先月に引き続き、愛媛県埋蔵文化
財調査センターと共催で、発掘され
た遺物やパネルを展示します。
考古学講座　１月18日㈰　13時～15時
　テーマ：土器に現れる地域性①
　対象：小学生以上
　講師：㈶愛媛県埋蔵文化財調査センター　柴田昌児氏

愛媛民芸館　明屋敷238－8　℡0897－56－2110

日本の手技・現代暮しの手仕事展　１月31日㈯まで
　先月に引き続き、熟達した手技によって作られた全国各
地域の手仕事の優品（陶磁器、篭、ざる、ガラス製品、染
織り、木漆工品、和紙、金工品など）を展示即売します。
干支郷土玩具展　１月31日㈯まで
　全国各地の伝統的郷土
玩具で今年の干支、厄除
け開運の丑約50種を展示
します。

１月の休館日：毎週月曜日（12日開館）、１日㈭～３日㈯、
　　　　　　　13日㈫、14日㈬
開館時間：９時～16時30分

うし

１月26日は 文化財防火デー
　昭和24（1949）年１月26日に法隆寺金堂から出火し、1300年の歴史を持つ日本
最古の壁画が焼損しました。その後も貴重な文化財の火災が相次いだことから、
文化財を火災や震災、そのほかの災害から保護するとともに、国民一般の文化財
愛護思想の普及高揚を図ることを目的とし、昭和30（1955）年にこの日が「文化
財防火デー」と定められました。
　文化財を火災や地震などの災害から守るため、毎年全国的に文化財防火運動を
展開しています。貴重な文化財を後世へ残していくため、地域の住民や消防機関
などが一体となって文化財の防火に努めることは、私たち市民の重要な責務です。

西条警察署・西条西警察署

事件や事故に遭ったり、見たりしたら「１１０番」へ！

★通報のポイント
①何があったのか（事故か事件か）
②いつあったのか（時刻）
③どこであったのか（近くの目標物）
④犯人は（人相・車種・逃走方向など）
⑤被害の状況・事故の様子
⑥あなたの名前・住所・電話番号

知っていますか？
「警察相談　♯９１１０」
警察への緊急以外の電話相談は
ダイヤル「♯９１１０」で受付中！

しんちゃん

県警マスコット
まもるくん

緊急時　あなたを守る　１１０番 あんちゃん

かんが
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１月の休館日：毎週月曜日（12日開館）、１日㈭～３日㈯、
　　　　　　　13日㈫、14日㈬
開館時間：８時30分～17時

こどもの国　明屋敷131－2　℡0897－56－8115

プラネタリウム情報　冬春番組がスタートしました
鉄腕アトムと探ろう！
～土星をまわる神秘の星タイタン～（約40分）
投影開始時間（10分前にはお越しください）
〇火～土曜日：13時30分、15時
〇日曜日・祝日：11時、13時10分、14時20分、15時30分
〇第２・４土曜日は10時から無料投影をしています。
※観覧料（50～200円）が必要です。65歳以上の方は無料。

１月の休館日：毎週月曜日（12日開館）、１日㈭～３日㈯、
　　　　　　　13日㈫、14日㈬
開館時間：９時30分～18時（土・日曜日は17時まで）

東予郷土館　周布427　℡0898－65－4797

東予・周桑寺院散歩　1月12日㈪まで
　先月に引き続き、東予・周桑地区にある寺院の季節の花、
文化財、行事などについて写真で紹介します。
館蔵品展　１月17日㈯～２月18日㈬
　当館所有の美術品（絵画・掛け軸）を展示します。 丹原Ｂ＆Ｇ海洋センター

丹原町志川甲12－1　℡0898－75－3933

無料クロール教室　１月24日㈯　10時30分～11時
　対象：市内小･中学生
市内小・中学生無料開放日
　１月10日㈯　10時～12時
ご利用ください！　水中モニターを設置しています
　水中での動きを映像によって確認でき、効果的に水中フ
ォームなどのチェックができます。ぜひご利用ください。

▼水中モニターシステムの使用料

１月の休館日：毎週月曜日（12日開館）、１日㈭～５日㈪、
　　　　　　　13日㈫
開館時間：10時～21時

※別途 200 円で、映像を録画したＤＶＤを差し上げます。

区分 使用登録料（年度ごと） 使用料（１回につき）

西条市民 無料 300円
市外の方 1,000円 300円

定員制の行事や教室は早めに、直接または電話で、こどもの国へ予約してください。

４歳児～中学生、定員：16人
幼児は保護者同伴
材料費：250円、必要な物：エプロン

小学生
定員：24人

12日
13：30～15：30

４日
13：30～16：30～新春～　将棋大会

染め物教室

絵画教室

将棋教室

11日
13：30～16：30

小・中学生
小学１～３年生は保護者同伴
定員：10人

楽しい電子工作
電子楽器を作って調律をしよう

10日
13：30～15：30

10日
13：30～15：00

11日
14：00～15：00

５歳児～小学生
幼児は保護者同伴
定員：20人

こどもの国　１月の行事予定表

行事・教室名 日　　時 備　　　　考

おもしろ工作教室
折り紙で牛を折ろう

小学２～６年生
定員：10人

小学３年～中学生
定員：10人

18日
13：30～15：00

25日
10：00～12：00

イラスト教室

七宝焼教室

行事・教室名

木彫教室 18日
13：30～16：30

小・中学生　定員：20人
材料費：30～450円

日　　時 備　　　　考

小学４～６年生
定員：10人

17日、31日
10：00～12：00

小・中学生
定員：10人

17日
13：30～15：30

楽しい英語絵本の
読み聞かせストーリーテリング 毎週土曜日

11：00～11：30

囲碁教室

25日
13：30～16：30

小学生以上（保護者同伴）
定員：10人親子木工教室小学生　定員：30人五色百人一首で遊ぼう

かみしばい・なぞなぞ
絵本の読み聞かせなどおはなしのへや

毎週土・日曜日
　　（４日除く）
14：00～14：30

小学生以上　定員：15人
材料費：350円　作品のお渡しには
３週間ほどかかります。

西条郷土博物館　明屋敷237－1　℡0897－56－3199

昔の生活展　１月４日㈰～31日㈯
　年配者には懐かしさ、若者には驚き
を感じさせる昔の生活道具。人の知恵
を生かした昔の道具は今の生活にも十
分使うことができそうです。どんな工
夫がされているか考えてみませんか。

１月の休館日：毎週月曜日（12日開館）、１日㈭～３日㈯、
　　　　　　　13日㈫、14日㈬
開館時間：９時～17時

１月の休館日　
石鎚山ハイウェイオアシス館：無休
椿交流館（椿温泉こまつ）：毎週水曜日
開館時間
石鎚山ハイウェイオアシス館：９時～18時
（有料展示館の入館受付は９時30分～17時30分）
椿交流館（椿温泉こまつ）：10時～22時（札止め21時30分）

石鎚山ハイウェイオアシス館・椿交流館
小松町新屋敷乙22－29

℡0898－76－3111（オアシス） ℡0898－76－3511（椿交流館）

第４回半川茂行水墨画展　
１月５日㈪～30日㈮　
　　　　　　　　　場所：椿交流館

　市内在住の半川茂行さんが
旅の思い出の中で描いた風景
を中心に、身近な水墨画作品と、遊び心で作った陶芸作品
を展示します。ぜひご覧ください。
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１月の図書貸出は東予図書館をご利用ください！

１月の休館日：毎週月曜日、１日㈭～３日㈯、13日㈫
開館時間：８時30分～17時

■１月11日（日曜日）
若葉町みんなの広場　10：00～10：30
ファミリーハイツ北公園　10：50～11：30
田野公民館　　　　　14：00～14：40
佐伯記念館　　　　　15：00～15：50

■１月６日（火曜日）
加茂公民館　　　　　10：00～10：30
伊曽乃神社鳥居前　　10：50～11：30
中川公民館　　　　　14：00～14：50
氷見公民館　　　　　15：30～16：20

■１月13日（火曜日）
玉津団地集会所　　　10：00～10：30
大谷西　　　　　　　10：40～11：20
港新地集会所　　　　13：30～14：00
生涯学習の館　　　　14：30～15：10
玉津小学校　　　　　15：20～16：20

■１月７日（水曜日）
千野々バス停前　　　10：00～10：30
舟形バス停横　　　　11：00～11：30
新御堂児童公園　　　13：30～14：00
野々市集会所　　　　14：10～14：40
橘公民館　　　　　　14：50～15：20
神戸公民館　　　　　15：40～16：30

■１月14日（水曜日）
船屋集会所　　　　　10：00～10：40
飯岡戻川集会所　　　11：00～11：30
飯岡公民館　　　　　13：30～14：30
西福寺入口　　　　　14：50～15：20
ＪＡ西条玉津支所　　15：40～16：10

■１月17日（土曜日）
飯岡西原集会所　　　10：00～10：40
グリーンハイツ３号公園　10：50～11：30
オレンジハイツグラウンド　13：30～14：20
大町公民館　　　　　14：40～15：30

■１月10日（土曜日）
小松農村環境改善センター　10：00～10：40
氷見西町集会所　　　11：00～11：30
旧西田郵便局横　　　13：30～14：10
禎瑞中組　　　　　　14：30～15：00
八幡集会所　　　　　15：20～15：50

■１月18日（日曜日）
兎之山集会所　　　　10：00～10：30
ＪＡ西条神戸低温倉庫　11：00～11：30
ＪＡ周桑徳田支所　　14：00～14：40
ＪＡ周桑光下田出張所　15：00～15：40

▼１月の移動図書館車「カワセミ号」巡回コース▼

　児童館で開催する催しや教室などを紹介します。
　詳しい内容や申込方法などは、各児童館へお問い合
わせください。
※幼児は、必ず保護者同伴でお越しください。

西条児童館　大町456－1　℡0897－56－2511
■ゲーム遊び
　１月10日㈯　14時～15時30分
　対象：小学生　定員：15人
■リトミックタイム（申込必要、電話申込は不可）
　１月14日㈬、２月４日㈬、３月11日㈬
　○１歳児クラス　10時～10時30分
　　対象：１歳６カ月～２歳未満の幼児と保護者
　　定員：10組
　○２歳児クラス　10時45分～11時15分
　　対象：２歳以上の幼児と保護者　
　　定員：10組
　※１月～３月の間で、月１回の３回コースです。前
　　回の参加者はご遠慮ください。
■たこ作り（申込必要）
　１月18日㈰　13時30分～15時
　対象：５歳以上の幼児・小学生　定員：15人

西条西部児童館　氷見西新開59　℡0897－57－6061
■こども映画会「１０１匹わんちゃん」
　１月10日㈯　13時30分～14時50分
■新春交流もちつき大会（申込必要）
　１月11日㈰　10時30分～12時
　対象：幼児・小学生　定員：20人
　必要なもの：エプロン、三角巾、ハンドタオル　
■かんたん工作「オリジナルたこつくり」（申込必要）
　１月24日㈯　13時30分～14時30分
　対象：小学生　定員：10人

東予西児童館　広岡甲92－2　℡0898－66－5342
■茶道クラブ
　１月10日㈯　10時～12時　対象：幼児・小学生
■リズム教室
　１月17日㈯　10時30分～11時30分
　対象：幼児～小学３年生
■たこあげ大会（申込必要）
　１月24日㈯　10時～11時
　対象：幼児・小学生　定員：30人
　ビニール凧を作り、たこあげをします。

丹原児童館　丹原町池田1802－3　℡0898－68－6960
■つくって遊ぼうデー「たこ作り」
　１月４日㈰　10時～11時30分
■わんぱく広場
　１月10日㈯　14時～15時30分
　お正月遊びと工作をします。
■もちつき大会（申込必要）
　１月18日㈰　10時30分～12時
　対象：幼児・小学生　定員：50人
　ＶＹＳと母親クラブの皆さんの協力で、臼と杵を
使った餅つきをします。

１月の休館日：毎週月曜日（12日開館）
　　　　　　　１日㈭～３日㈯、13日㈫、14日㈬、31日㈯
開館時間：９時30分～19時

西条図書館　　　明屋敷238－2　　　　　   ℡0897－56－2668
東予図書館　　　周布427　　　　　　　　 ℡0898－65－4797
小松温芳図書館　小松町新屋敷甲3007－1　 ℡0898－72－5634

１月の図書貸出・閲覧は東予図書館をご利用ください
　新西条図書館、新丹原図書館開館準備作業のため、市内各図
書館を下記の期間休館させていただきます。
●小松温芳図書館の休館期間　12月１日㈪～平成21年１月31日㈯
●西 条 図 書 館の休館期間　　平成21年１月１日㈭～５月31日㈰
●東 予 図 書 館の休館期間　　平成21年２月１日㈰～３月31日㈫
※休館中の図書資料の返却については、各館のブックポストへご
　返却ください。
※小松温芳図書館内の郷土資料室、東予図書館と併設の東予郷土
　館は通常どおり開館しています。

小松温芳図書館・郷土資料室
小松町新屋敷甲3007－1　℡0898－72－5634

常設展示　小松の歴史と文化財　１月４日㈰～
　古墳時代の土笛や水筒、江戸時代の小松藩陣屋と養正館の模
型や扁額、小松藩会所日記、小松邑志、近藤篤山先生の肖像画
のほか、西条市指定文化財などの資料を展示しています。

１月の休館日：毎週月曜日（12日開館）
　　　　　　　１日㈭～３日㈯、13日㈫、14日㈬、31日㈯
開館時間：９時30分～17時30分

うす きね

１月～５月はカワセミ号での図書の貸し出しを行いません。
ただし、返却受付のために１月18日㈰まで運行します。
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ありがとうございました　
　次の方々からご厚志をいただきました。厚
くお礼申し上げます。 （順不同　敬称略）

■まごころ銀行へ
▽真鍋幸子（三芳）▽真鍋知大（高田）▽

西条高等学校▽第４回紅葉ＡＳＣ大会▽創

作の家陶芸クラブ▽神拝地区民生児童委員

協議会▽国興産業㈱▽三芳地区民生児童委

員協議会▽ウェストジャパン▽中川小学校

ＰＴＡ

■老人ホーム明水荘へ
▽生け花指導　稲住育子（下島山甲）▽散

髪　伊藤泰博（明神木）▽新聞　芥川秀人

（神拝甲）▽押し花指導　佐藤ミヨ・秋月

理作子（大町）、長瀬　皋（中野甲）▽さ

つま芋 　西条地域労働者福祉協議会

■老人ホーム石燧園へ
▽歌・踊り　徳増幾次郎（天神）▽縫物奉

仕　周桑天理教婦人部

■特別養護老人ホーム道前荘へ
▽歌・踊り　徳増幾次郎（天神）▽居室清

掃　曽我部美知子・鈴鹿夏未（小松福祉作

業所）▽花壇整備　石根保育所保護者会▽

喫茶・カレンダー作り　コープえひめ福祉

グループ

　

先
日
、
小
松
公
民
館
で
発
達
障

害
に
つ
い
て
の
講
演
会
が
あ
り
ま

し
た
。
発
達
障
害
に
つ
い
て
は
、

日
本
で
第
一
人
者
と
い
わ
れ
て
い

る
佐
々
木
正
美
先
生
と
、
不
登
校

や
非
行
な
ど
の
青
少
年
の
更
生
と

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
行
っ
て
い
る

伊
藤
幸
弘
さ
ん
の
お
二
人
の
講
演

を
聞
き
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
、
発
達
障
害
の
児
童

や
大
人
た
ち
と
か
か
わ
る
と
き
に
、

特
に
気
を
つ
け
な
く
て
は
い
け
な

い
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
私
た
ち

は
、
深
い
悲
し
み
も
時
間
が
た
て

ば
忘
れ
て
い
く
こ
と
も
で
き
ま
す

が
、
発
達
障
害
の
人
た
ち
は
、
物

事
を
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
の

で
困
る
そ
う
で
す
。
つ
ま
り
、
傷

つ
け
ら
れ
た
ら
そ
の
こ
と
を
忘
れ

る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
す
。
そ

の
た
め
、
同
じ
よ
う
な
場
面
や
以

前
に
傷
つ
け
ら
れ
た
人
、
よ
く
似

た
出
来
事
に
出
会
う
と
フ
ラ
ッ
シ

ュ
バ
ッ
ク
が
生
じ
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

先
日
の
愛
媛
新
聞
に
、
知
的
障

害
の
作
業
所
の
職
員
が
、
暴
言
な

ど
で
利
用
者
を
差
別
し
た
り
、
虐

待
し
た
り
し
た
と
い
う
記
事
が
掲

載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
知
的
障
害

の
人
た
ち
は
、
自
分
の
気
持
ち
を

表
現
す
る
こ
と
が
苦
手
で
す
し
、

自
分
を
守
る
方
法
を
身
に
付
け
て

い
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
施
設
や

作
業
所
で
虐
待
や
差
別
が
あ
っ
て

も
、
そ
の
こ
と
が
な
か
な
か
外
に

出
る
こ
と
は
な
い
そ
う
で
す
。
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
は
、
た
く
さ
ん

の
差
別
や
虐
待
が
施
設
や
作
業
所

で
行
わ
れ
て
い
る
と
問
題
提
起
を

さ
れ
て
い
ま
す
。
虐
待
が
あ
る
場

合
、
行
政
は
素
早
く
対
応
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
障
害
に
つ
い
て
知

る
こ
と
は
大
事
で
す
が
、
そ
れ
よ

り
も
、
そ
の
人
た
ち
の
言
葉
を
心

で
受
け
止
め
る
こ
と
が
大
事
だ
と

思
い
ま
す
。

　

佐
々
木
先
生
は
、
障
害
を
持

っ
て
い
る
人
と
か
か
わ
る
と
き
は

「
そ
の
人
の
生
涯
の
責
任
を
持
つ

と
思
わ
な
く
て
は
い
け
な
い
」
と

話
さ
れ
ま
し
た
。
施
設
や
作
業
所

に
つ
い
て
も
、
で
き
る
だ
け
足
を

運
び
、
認
識
を
深
め
、
正
し
く
理

解
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
こ
と
が
、
虐
待

や
差
別
を
防
止
す
る
大
き
な
力
に

な
る
そ
う
で
す
。

言葉を心で受け止めて
青少年育成センター小松支部　越智ミドリ№50

定額給付金定額給付金の給付を装った
振り込め詐欺や  個人情報の詐取にご注意ください！

　政府の追加経済対策に盛り込まれた「定額給付金」については、
市民の皆さんへの連絡や給付を行う段階ではありません。具体的な
給付の方法などが決まり次第、広報します。

○総務省や県、市役所などがＡＴＭ（銀行・コンビニなどの現金
　自動預払機）の操作をお願いすることは、絶対にありません。
○ＡＴＭを自分で操作して、他人からお金を振り込んでもらうこ
　とは絶対にできません。
○総務省や県、市役所などが、「定額給付金」の給付のために、
　手数料などの振り込みを求めることは絶対にありません。
○現時点で、総務省や県、市役所などが市民の皆さんの世帯構成
　や銀行口座の番号などの個人情報を照会することは、絶対にあ
　りません。

　自宅や職場などに総務省や県、市役所（の
職員）などをかたった電話がかかってきたり、
郵便が届いたりしたら、迷わず、次のところ

に連絡してください。

　　　　○西条市役所　　℡0897ー56－5151
　　　　○西条警察署生活安全課　　℡0897ー56ー0110
　　　　○西条西警察署生活安全課　℡0898ー64ー0110
　　　　○警察相談電話　℡0120ー31ー9110

「定額給付金」に関して、次のことに注意してください！

問
合
せ

不審な電話などを受けたときは迷わず相談を！

総務省・愛媛県・西条市
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英
語
名
「
キ
ャ
ロ
ッ
ト
」
の
由
来
に

も
な
っ
て
い
る
よ
う
に
、
ニ
ン
ジ
ン

は
、
カ
ロ
テ
ン
を
多
く
含
ん
だ
緑
黄
色

野
菜
の
代
表
で
す
。
原
産
地
は
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
北
部
で
、
伝
わ
っ
た
ル
ー
ト

に
よ
っ
て
ア
ジ
ア
系
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
系

に
分
別
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
に
は
江

戸
時
代
初
期
に
中
国
か
ら
渡
来
し
た
ア

ジ
ア
系
が
伝
わ
り
、
そ
の
後
、
江
戸
時

代
後
期
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
系
が
伝
わ
り
ま

し
た
。
明
治
以
降
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
系
が

多
く
入
り
、
現
在
で
は
食
生
活
の
変
化

や
栽
培
の
し
や
す
さ
な
ど
か
ら
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
系
が
主
流
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ア
ジ
ア
系
の
代
表
種
は
鮮
や
か
な
赤

　地元食材と加賀の食材を融合さ
せた地元ならではの加賀料理を提
供しています。西条の食材は魚は
もちろん農産物にもこだわったも
のが多く調理しがいがあります。
　レシピのコロッケは筑前煮でも
応用ができますのでご家庭で楽し
く料理していただけると幸せです。

日本料理　加賀
 福田貴義さん

色
の
金
時
ニ
ン
ジ
ン
で
、
別
名
京
ニ
ン

ジ
ン
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
一
方
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
系
に
は
い
ろ
い
ろ
な
種
類

が
あ
り
ま
す
が
、
一
般
的
な
も
の
は
五

寸
ニ
ン
ジ
ン
で
、
長
さ
が
５
寸
程
度

（
約
15
セ
ン
チ
）
な
の
で
、
そ
の
名
前

が
つ
い
て
い
ま
す
。

①　ニンジン、ジャガイモ、玉ネギを適度な大きさに切る。
②　ニンジンを火が通るまで湯がく。
③　合わせだしを作り、②、玉ネギ、糸こんにゃくを一緒に
　鍋で５分間煮込む。
④　③に牛肉を入れて色が変わったら火を止める。
⑤　ジャガイモをふかしてつぶす。
⑥　④のダシを切り、⑤と混ぜてコロッケ地を作る。
⑦　⑥にパン粉をつけて、170℃の油で３分揚げて完成。

※合わせだしは、お玉で分量を量ると手間がかかりません。
※コロッケにタルタルソースをかけると、よりおいしくなります。

　ニンジンはカロテンを多く含んでおり、丁寧に洗って皮付きのま
ま調理するのが栄養的には適しています。また、ほかの食品のビタ
ミンＣを破壊する酵素があるので、油や酢の入ったドレッシングを
かけると酵素の働きを抑えることができます。

素材・分量（４～５人分）

栄養価（１人当たり）

栄養士チェック

　最近では、野菜の栽培技術が進み、スーパーな
どに行けばいろいろな種類の野菜が年中並んでい
ます。しかし、旬のものは旬の時期に食べた方が
栄養価も高く、安価です。
　冬はホウレンソウ・小松菜・白菜などの葉物野
菜や大根・カブ・ニンジン・ゴボウなどの根菜類
も多く出回ります。冬野菜は繊維が柔らかくなり
甘みが増します。根菜類の大根・カブ・ニンジン
などは、根だけでなく葉にもビタミン類が多く、
栄養がいっぱいです。
　１日に取りたい野菜の量は350gぐらいですが、
野菜を生で取るよりも、温かい鍋物やスープなど
にすると量（かさ）が減り食べやすく、汁に溶け
出したビタミン類も取ることができます。冬野菜
をしっかり取り、寒い冬を乗り切りましょう。

冬野菜をとりましょう

作付面積：11ha （県内第１位）
収  穫  量：206ｔ（県内第１位）
参考：平成18年愛媛農林水産統計年報
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　あいにくの雨模様
の天気にもかかわら
ず約170人が参加し
ウォーキングを楽し
みました。
　参加者は、20㎞・
10㎞・５㎞の各コー
スに分かれ、紅葉し
た街路樹の間を通り
ながら、景色を楽し
んだり、友達とのお
しゃべりを楽しんだ
りと思い思いのペー
スでゴールをめざし
頑張っていました。

▲ 

山
本
選
手(

写
真
右
）・
岩
渕
選
手
と
準
備
運
動

▲
 

熱
の
こ
も
っ
た
講
師
の
指
導

　フットサル競技の普及と
競技人口の拡大を図ること
を目的に、フットサル大会
を開催しました。
　優勝チームは、３月に開
催予定のフットサル教室で
Ｆリーグトップ（11月24日
現在）のバルドラール浦安
所属メンバーで構成される
市原ドリームズとの対戦が
できるとあって、どの試合
も熱戦が繰り広げられてい
ました。

　今回で６回目とな
る佐野慈紀氏による
硬式野球教室がビバ
・スポルティアＳＡ
ＩＪＯで開催されま
した。
　講師には、（写真
上右から）五十嵐章
人氏・佐野慈紀氏・
橋本清氏の３名が来
西。今年大活躍した
読売ジャイアンツの
越智大祐投手（写真
上左端）の訪問もあ
り、実技指導や各講
師の体験談を交えて
のメンタル面での貴
重な話に、参加した
子どもたちは真剣な
眼差しで聞き入って
いました。

　シドニー、北京五輪ビーチ
バレー日本代表の佐伯美香さ
んによるバレーボール教室を
開催しました。
　参加した市内の中学生約
100人は、世界で活躍する佐
伯さんや浦田聖子さんから直
接指導が受けられるとあって
少し緊張もしていましたが、
ボールを使っての実技指導や
エキシビションマッチでは気
合も入りきびきびと動き、オ
リンピックでの体験談などを
聞ける講話では、目を輝かせ
ながら佐伯さんの話を熱心に
聞いていました。

　「えひめ国体小学生運動能力発掘・育成事業」の一環として
高野進氏の指導による「ｷｯｽﾞかけっこ塾＆ﾀｲﾑﾄﾗｲｱﾙ」（愛媛県
体育協会、愛媛陸上競技協会主催）が開催されました。
　愛媛県下の約150人の小学生が、すべてのスポーツの基本で
ある「走る」ことの基礎運動の正しい指導を受け、子どもたち
も目を輝かせながら、高野先生の言葉に聞き入っていました。

11／30　陸上男子400ｍ走の日本記録保持者
　高野進氏の愛媛アスレティクス・アカデミー開講

　10月の日本女子ソフトボールリーグでの来西に引き続き、ルネサ
ス高崎女子ソフトボール部の監督・選手５名によるソフトボール教
室を、ビバ・スポルティアＳＡＩＪＯで開催しました。
　参加した市内中学校の女子ソフトボール部員は、宇津木麗華監督
や北京オリンピック金メダリストの乾絵美選手から世界一の技術を
直接指導してもらいました。
　閉講後は記念撮影やサイン会なども開催され、生徒たちも真剣な
表情から一転、和やかな雰囲気で選手との親睦を深めていました。

▲
 

乾
選
手
か
ら
ス
ロ
ー
イ
ン
グ
の
伝
授

▲
 

黒
川
選
手
か
ら
ピ
ッ
チ
ン
グ
の
伝
授

▲ 

バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
の
伝
授

▲ 宇津木監督
　　からインタ
　　ビューを受
　　けました

▲
 

貴
重
な
体
験
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　寒風が吹く中、市
内外から60チーム、
400人の選手が健脚
を競いました。
　ひうち陸上競技場
を出発し、自分の持
っている力を100％
出し切り、思いを込
めてタスキをつなぐ
駅伝。
　全力で走る選手の
姿は、沿道で声援を
送る人たちに感動を
与えていました。

▲ 

晴
天
の
下
、
多
く
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た

　西日本圏の強豪チーム
が集まり、11月２日に落
成したばかりのビバ・ス
ポルティアＳＡＩＪＯを
主会場にリトルリーグの
大会が開催されました。
　ビバ・スポルティアＳ
ＡＩＪＯでは、けがの心
配が少ない綺麗な人工芝
の会場で思い切ったプレ
ーをする選手たちに、遠
くから応援に駆けつけた
関係者も大きな声援を送
っていました。

　東予郷土館図書館でカブトガニ
フェスティバルを開催しました。
　日本カブトガニを守る会会長の
土屋圭示先生による「カブトガニ
の環境と保護について」の講演の
後、河原津海岸へ移動し清掃作業
を行いました。また最後には、５
齢から６齢に成長したカブトガニ
の幼生を参加者全員で放流し、無
事な成長を祈りました。
　参加者の中には高知市や丸亀市
など県外からの参加者や松山市な
ど市外からの参加者も多く、カブ
トガニはもとより自然環境の保護
意識が高まってきていることがう
かがえました。

　11月29日、アサヒビール・(財)愛媛の森林基金・愛媛県・西条
市が連携して桜の植栽活動を実施する「アサヒビール生命の森」
森林づくり活動が円山森林公園で行われました。
　当日は約100人の参加者が、桜の苗木250本を植えたり林内整備
を行ったりと、地域環境を守るためにしっかり汗を流しました。
　また11月23日には、小松町の老人クラブによる椿栽培事業の20
周年記念と小松中央公園への椿園づくりを継続し後世へ香り高い
文化を継承していくための、市民参加による椿の植栽も行われま
した。（16ページに関連記事掲載）

　第60回を迎える西条地域の秋季市民芸術文化祭が総合文化会
館で開催されました。
　今回は、60回という記念の年ということで、文化活動の振興
にご尽力いただいた方々のご功績を芸能祭などで顕彰する内容
となっており、参加者は懐かしい話に花を咲かせるとともに今
後の文化活動に向け思いを新たにしていました。

　今年も恒例の丹原町産業まつりが開催されました。丹原町の
特産品の柿で干し柿を作るコーナーなど、農産品の一大生産拠
点である丹原町の地域色が表れたイベントで、市内外からのお
客さんで賑わい、米や柿などの丹原町産品への理解が深まりま
した。

　小学校音楽フェ
スティバルが11月
21日と12月２日に
市内２カ所の文化
会館で開催され、
市内26校の児童・
生徒たちが、日ご
ろの練習の成果を
発表しました。
　会場を埋め尽く
した来場者や関係
者は、児童たちが
奏でる素晴らしい
ハーモニーに、演
奏が終わるたびに
大きな拍手を送り
ました。

東
予
・
周
桑
地
区

西
条
地
区

「アサヒビール生命の森」
　　　　森林づくり活動 ▲

「椿」千年の森づくり

▲ 

大
盛
況
の
地
元
産
品
の
販
売
（
写
真
上
下
）

・23
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　皆さん、こんにちは！　私はアメリカのニュージャージー州の
　　　　　　　　　　　　　　　　　ハッドン・ハイツ市から来たジョナサン・ローアです。私はＡＬ
　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｔとして、河北中学校とほかにさまざまな小学校と保育園で英語
　　　　　　　　　　　　　　　　　を教えています。日本語は大学生時代に２年間勉強したので少し
　　　　　　　　　　　　　　　　　は話せますが、今でも将来ペラペラになるため毎日勉強していま
　　　　　　　　　　　　　　　　　す。日本史も大学で研究したことがあるので、日本の歴史的な所
も訪ねてみたいと思います。歴史以外の趣味は、パソコンのゲームと読書（特にマンガが好き）です。
　今までの日本での生活はいい感じです！　東予地区、西条地区と松山市のいろいろな面白い所に行っ
ています。私の家が駅にとても近いため、必ず車で移動していたアメリカの生活に比べると、よく電車
に乗る今の生活の方がとても便利です。東予地区のレストランでいろいろな日本食を試すことが私の楽
しみです。料理はまったく作れないので、よく外食しています！
　西条市の皆さんが私をとても温かく迎えてくれていますし、私にとって生徒に英語を教えられること
は光栄です。時に英語が難しくても、生徒は頑張って新しい言葉を私に言ってみてくれます。その一方
で、私が日本語を話そうとする時は、自分の言いたいことを何回間違えて言っても、皆はゆっくりと聞
き、一生懸命理解しようとしてくれています。私が生徒の前で漢字を練習する時、大体間違えています
が、それを指摘するのが生徒の楽しみのようです。今のところは、小学２年生の漢字の教科書で勉強し
ていますが、それでも大変難しいです。これからも頑張るしかありませんね！よろしくお願いします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜訳：国際交流員ケイレブ＞

▲外国語指導助手

　ジョナサン・ローアさん
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品
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短
歌
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別
を
書
き
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漢
字
に
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ふ
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な
を
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）・
住
所
・
氏
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電
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番
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毎
月
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日
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で
に
担
当
課
へ
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送
・

持
参
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だ
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定 期 無 料 相 談
■人権相談
○１月15日㈭　13時～17時　禎瑞公民館
　問合せ　市庁舎本館市民相談課　℡0897－52－1243
○毎週月・水・金曜日（祝日・年末年始除く）　９時～16時
　松山地方法務局西条支局１階総務係
　問合せ　西条人権擁護委員協議会　℡0897－56－0188

■行政相談
○１月６日㈫・２月３日㈫　13時～15時
　市民会館（東予総合支所隣）
　問合せ　東予総合支所総務課　℡0898－64－2700内線134
○１月13日㈫　９時～12時　丹原福祉センター
○１月27日㈫　９時～12時　田野公民館
　問合せ　丹原総合支所総務課　℡0898－68－7300内線230
○１月13日㈫　13時～15時　市庁舎本館市民相談課
　問合せ　市庁舎本館市民相談課　℡0897－52－1243
○１月16日㈮　13時～15時　小松農村環境改善センター
　問合せ　小松総合支所総務課　℡0898－72－2111内線218

■法律相談
　事前予約が必要。（予約受付は１月５日㈪～）
　内容　弁護士が担当（定員15人、１人15分）
○１月14日㈬・28日㈬　13時～17時　市庁舎本館市民相談課
　問合せ　市庁舎本館市民相談課　℡0897－52－1243
○１月21日㈬　13時～17時　市民会館（東予総合支所隣）
　問合せ　東予総合支所総務課　℡0898－64－2700内線134

■司法書士法律無料相談（多重債務相談を含む）
　１月20日㈫　10時～12時　市民会館（東予総合支所隣）
　問合せ　愛媛県司法書士会　℡0898－68－3373　担当：池田

■社会保険等相談
　１月８日㈭　10時～16時　市民会館（東予総合支所隣）
　問合せ　市庁舎本館産業振興課　℡0897－52－1482

■社会保険出張相談
　１月14日㈬　10時～15時30分　西条商工会議所
　問合せ　新居浜社会保険事務所　℡0897－35－1300
　年金特別便のお問い合わせは専用ダイヤル0570－058ー555へ

■消費生活相談
　月～金曜日（祝日・年末年始除く）　
○８時30分～17時　市庁舎本館市民相談課　℡0897－52－1463
　　　　　　　　　各総合支所総務課（電話番号は18頁上段掲載）
○９時～16時　愛媛県消費生活センター　℡089－925－3700

■青少年電話相談
◆ヤングテレホン　月～金曜日（祝日・年末年始除く)　
　８時30分～17時　℡0897－52－2828（青少年育成センター）
◆いじめ相談ダイヤル24　毎日24時間受付
　℡0570－0－78310（ＰＨＳ・ＩＰ電話は℡089－960－8522）

■子育て相談
◆カウンセラーによる専門的相談（教育・発達、医療など）
　毎週土・日曜日（年末年始除く）　10時～16時
　総合福祉センター（もてこい元気館）
　問合せ　地域子育て支援センター「ひだまり」　℡0897－55－1018
※１月17日㈯（10時～12時）には小松公民館でも専門的相談を実
　施します。問合せは、たんぽぽくらぶ（℡0898－72－2538）へ。
◆平日の子育て相談（地域子育て支援センター）
　○ひだまり　　総合福祉センター内　℡0897－55－1018
　○おさなごゆめの城　飯岡保育園内　℡0897－55－2311
　○らっこ・はうす　東予南保育所内　℡0898－64－3112
　○たんぽぽくらぶ　小松東保育所内　℡0898－72－2538
　○さくらんぼ　中川さくら保育園内　℡0898－73－2141

■心配ごと相談
○総合福祉センター（もてこい元気館）　℡0897－53－0880
　月～金曜日（祝日・年末年始除く）　13時～16時
○東予総合福祉センター（ほほえみプラザ）　℡0898－64－2600
　月・金曜日（祝日・年末年始除く）　９時～12時
○丹原福祉センター　℡0898－76－2433
　毎週火曜日（祝日・年末年始除く）　９時～12時
○小松地域福祉センター　℡0898－72－6363
　第２・４水曜日（祝日・年末年始除く）　13時～16時
　問合せ・主催　社会福祉協議会　各支所

■専門相談員によるＤＶ相談（夫やパートナーからの暴力についての相談）
　毎週水曜日（祝日・年末年始除く）　８時30分～17時15分　
　市庁舎別館女性児童福祉課　℡0897－52－1373

■土地建物取引相談
　１月８日㈭　13時～15時　宅建協会西条支部（兵庫ビル２階）
　問合せ ・ 主催　宅建協会西条支部　℡0897ー55ー0988

■無料不動産相談
　１月13日㈫　13時～15時
　西条商工会議所東予支所　℡0898－64－5000
　主催　宅建協会周桑支部、西条商工会議所

■お酒の悩み相談
　１月28日㈬　18時～19時　総合福祉センター３階第１会議室
　問合せ　西条断酒会　℡0897－55－8030　担当：辻本

■補聴器相談会
　１月21日㈬　10時～15時　市庁舎本館１階101会議室
　　　　　　　　　　　　　東予総合支所　１階第１会議室
　問合せ　市庁舎別館社会福祉課　℡0897－52－1214

■精神障害者の家族相談会
　1月15日㈭　13時30分～15時30分
　総合福祉センター２階社会活動団体室
　問合せ　さくら家族会（さくらんぼハウス内）℡0897－53－1803

えひめサポステ出張相談会
　おおむね35歳未満の未就職者とその保護者を対象に、心の
ケアから自立に必要なスキルアップまでサポートします。何
から始めていいか分からない、自分に自信が持てない、子ど
もとの接し方が分からないなど、お気軽にご相談ください。
◆日時　１月20日㈫　13時～17時
　　　　※１人１時間の予約制、無料。
◆場所　西条公共職業安定所
◆申込先　えひめ若者サポートステーション
　　　　　℡089ー948ー2832（受付：10時～18時）

子育て相談

◆日時　１月20日㈫　10時～15時
◆場所　小松公民館
◆相談員　愛媛県認定子育てサポーターリーダー　
◆主催　愛媛県家庭教育推進協議会
◆問合せ　東予教育事務所社会教育課
　　　　　℡0897－56－1300
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西
条
市
の
救
急
医
療
体
制
が
変

わ
り
７
カ
月
が
経
過
し
ま
し
た
。

市
民
の
皆
様
の
多
大
な
ご
協
力
の

お
陰
で
夜
間
や
休
日
に
病
院
を
受

診
す
る
一
次
（
初
期
）
救
急
患
者

数
が
大
幅
に
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

悲
鳴
を
あ
げ
て
い
た
病
院
の
勤

務
医
の
負
担
が
減
っ
て
楽
に
な
り

感
謝
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が

ら
西
条
市
の
救
急
医
療
体
制
は
、

ま
だ
ま
だ
多
く
の
問
題
を
抱
え
て

い
ま
す
。

■
新
救
急
医
療
体
制
に
つ
い
て

　

西
条
市
の
新
救
急
体
制
と
い
う

の
は
ご
承
知
の
よ
う
に
、
平
日
の

夜
間
（
18
時
～
22
時
）
、
休
日
の

昼
間
（
９
時
～
18
時
）
の
時
間
帯

の
一
次
救
急
を
、
内
科
系
は
全
西

条
市
内
で
２
カ
所
の
医
療
機
関
で

行
い
、
外
科
系
は
全
西
条
市
内
で

１
カ
所
の
医
療
機
関
で
行
う
と
い

う
も
の
で
す
。
残
り
の
時
間
帯
、

す
な
わ
ち
平
日
の
深
夜
帯
（
22
時

～
翌
朝
９
時
）
、
休
日
の
夜
間
帯

（
18
時
～
翌
朝
９
時
）
は
二
次
救

急
病
院
（
済
生
会
西
条
病
院
、
西

条
中
央
病
院
、
村
上
記
念
病
院
、

西
条
市
立
周
桑
病
院
、
横
山
病
院

の
５
病
院
）
が
内
科
系
、
外
科
系

に
分
け
て
、
輪
番
で
一
次
、
二
次

救
急
と
も
に
担
当
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
24
時
間
、
３
６
５

日
体
制
で
切
れ
目
の
な
い
救
急
医

療
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
が
、
実
情

は
厳
し
く
、
こ
の
体
制
を
維
持
す

る
た
め
に
は
市
民
の
皆
様
の
ご
協

力
が
不
可
欠
で
す
。
も
し
病
気
に

な
っ
た
ら
早
め
に
か
か
り
つ
け
医

に
診
て
も
ら
い
、
で
き
る
だ
け
時

間
外
の
不
要
、
不
急
な
受
診
（
コ

ン
ビ
ニ
受
診
）
を
控
え
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
も
急
病
の
時
は
、
一
次

救
急
の
時
間
帯
は
、
ま
ず
当
番
の

一
次
医
療
機
関
を
受
診
し
て
く
だ

さ
い
。
も
し
一
次
医
療
機
関
で
手

に
負
え
な
い
場
合
や
入
院
が
必
要

な
場
合
は
そ
の
日
の
当
番
の
二
次

救
急
病
院
に
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
専
門
的
治
療
が
必
要
な

場
合
に
は
、
二
次
救
急
病
院
か
ら

東
予
救
急
救
命
セ
ン
タ
ー
（
県
立

新
居
浜
病
院
）、
愛
媛
大
学
附
属

病
院
な
ど
の
市
外
の
三
次
救
急
病

院
に
紹
介
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
に
役
割
分
担
を

明
確
に
し
ま
し
た
の
で
、
安
心
し

て
、
ま
ず
一
次
医
療
機
関
を
受
診

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

■
特
別
な
救
急
体
制
に
つ
い
て

　

新
救
急
医
療
体
制
の
発
足
後
、

西
条
市
医
師
会
で
は
救
急
体
制
に

つ
い
て
い
ろ
い
ろ
な
場
合
を
想
定

し
協
議
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
年
末
年
始
や
ゴ
ー
ル
デ

ン
ウ
イ
ー
ク
は
非
常
に
救
急
患
者

数
が
多
く
、
一
次
医
療
機
関
（
診

療
所
な
ど
）
だ
け
で
は
対
応
で
き

な
い
と
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
当

番
の
二
次
救
急
病
院
も
同
時
に
す

べ
て
の
患
者
さ
ん
の
診
療
を
行
う

こ
と
に
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
西
条

ま
つ
り
期
間
は
救
急
搬
送
が
多
い

の
で
、
旧
西
条
市
内
の
済
生
会
西

条
病
院
、
西
条
中
央
病
院
、
村
上

記
念
病
院
の
３
病
院
が
同
時
に
外

科
系
、
内
科
系
の
す
べ
て
の
救
急

を
受
け
入
れ
る
体
制
を
取
り
ま
し

た
。
以
上
の
よ
う
に
市
民
の
皆
様

に
不
都
合
な
こ
と
が
な
い
よ
う
に

特
別
体
制
を
整
え
ま
し
た
。

■
小
児
救
急
に
つ
い
て

　

西
条
市
内
に
お
い
て
二
次
救
急

病
院
に
勤
務
す
る
小
児
科
医
は
西

条
中
央
病
院
に
２
名
、
村
上
記
念

病
院
に
１
名
し
か
い
な
い
の
が
現

状
で
す
。
西
条
市
で
は
、
小
児
で

あ
っ
て
も
夜
間
休
日
の
急
病
は
、

多
く
の
場
合
、
診
療
所
や
二
次
救

急
病
院
の
内
科
医
が
ま
ず
初
期
診

療
を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て
小
児

専
門
医
に
紹
介
す
る
と
い
う
方
法

を
取
っ
て
い
ま
す
。
小
児
救
急
は

小
児
科
医
が
行
う
と
い
う
体
制
は

望
ま
し
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
す
が

現
状
で
は
不
可
能
で
す
。

　

内
科
医
と
小
児
科
医
の
連
携
が

な
け
れ
ば
西
条
市
の
小
児
救
急
医

療
は
崩
壊
い
た
し
ま
す
。
な
ん
と

か
現
在
の
小
児
救
急
の
体
制
を
維

持
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
市
民
の
皆
様
に
は
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
脳
外
科
救
急
に
つ
い
て

　

頭
部
外
傷
や
脳
卒
中
の
救
急
医

療
に
は
脳
外
科
医
が
必
要
で
す
が
、

西
条
市
内
に
は
救
急
を
担
当
す
る

脳
外
科
医
は
村
上
記
念
病
院
に
１

名
い
る
の
み
で
す
。
た
っ
た
一
人

で
は
西
条
市
内
で
発
生
す
る
脳
外

科
の
救
急
患
者
の
す
べ
て
に
は
対

応
で
き
な
い
の
で
、
現
在
は
県
立

新
居
浜
病
院
や
十
全
総
合
病
院
に

救
急
搬
送
を
お
願
い
し
て
い
る
状

況
が
続
い
て
い
ま
す
。
脳
外
科
救

急
に
つ
い
て
は
今
後
も
新
居
浜
市

内
の
病
院
と
連
携
を
緊
密
に
し
、

危
機
的
な
状
況
を
乗
り
切
っ
て
い

く
し
か
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

■
産
科
救
急
に
つ
い
て

　

東
京
で
妊
婦
の
た
ら
い
回
し
事

件
が
問
題
と
な
り
ま
し
た
が
、
西

条
市
内
で
は
お
産
を
扱
っ
て
い
る

の
は
西
条
中
央
病
院
と
サ
カ
タ
産

婦
人
科
、
角
産
婦
人
科
の
み
で
す

か
ら
深
刻
な
状
況
で
す
。

　

西
条
中
央
病
院
で
は
平
成
20
年

７
月
か
ら
分
娩
の
取
り
扱
い
を
再

開
し
て
い
ま
す
が
、
実
質
的
に
１

名
の
産
婦
人
科
医
で
行
っ
て
い
る

た
め
に
救
急
の
妊
婦
さ
ん
を
受
け

入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
昨

年
、
住
友
別
子
病
院
で
は
３
名
の

産
婦
人
科
医
が
い
な
く
な
り
周
産

期
セ
ン
タ
ー
を
返
上
し
ま
し
た
の

で
、
あ
と
は
新
設
さ
れ
た
県
立
新

居
浜
病
院
の
産
婦
人
科
に
期
待
す

る
の
み
で
す
。

　

緊
急
の
場
合
に
は
、
愛
媛
大
学

附
属
病
院
や
県
立
中
央
病
院
の
周

産
期
セ
ン
タ
ー
に
搬
送
で
き
る
と

思
い
ま
す
の
で
最
低
の
保
証
は
あ

り
ま
す
が
、
こ
の
地
域
で
は
産
科

救
急
医
療
は
ま
さ
に
崖
っ
ぷ
ち
の

状
態
で
す
。

　

以
上
の
よ
う
に
西
条
市
の
救
急

医
療
の
実
情
は
非
常
に
厳
し
い
も

の
が
あ
り
ま
す
が
、
西
条
市
医
師

会
で
は
互
い
に
連
携
し
協
力
す
る

こ
と
で
、
少
な
い
人
的
資
源
を
活

か
し
て
西
条
市
の
救
急
医
療
を
守

っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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15日㈭　  9：30～11：00　田野公民館

19日㈪　13：30～15：00　東予保健センター

13日㈫　  9：30～11：00　中央保健センター

９日㈮　  9：30～11：00　小松保健センター

８日㈭　  9：30～11：00　丹原保健センター

■赤ちゃん健康情報
◆チェリーくらぶ
　子どもの遊び場や保護者の方が気軽にお
しゃべりのできる空間を提供しています。
○日時　毎週月・木曜日（祝日除く）
　　　　９時～16時
○場所・問合せ　小松保健センター

■成人向け健康相談
◆健康栄養相談（予約制）
　受付時間：９時～11時
○中央保健センター　１月９日㈮・19日㈪
○東予保健センター　１月５日㈪・30日㈮
○丹原保健センター　１月16日㈮
○小松保健センター　１月23日㈮

■産業保健健康相談
○日時　１月22日㈭　13時～15時
○場所　西条商工会議所２階小会議室
○対象　働いている方
○申込先　地域産業保健センター（℡0897
　－36－1788）、西条市医師会（℡0897－
　56－2211）

■西条保健所情報
◆一般健康診断（有料）
　１月５日㈪・19日㈪
　13時30分～14時30分
◆エイズ血液検査・相談（匿名・無料）
　毎週月曜日（祝日除く）　10時～11時
◆骨髄バンク登録（要予約）
　毎週月曜日（祝日除く）　９時～15時
◆精神保健相談（要予約）
　１月７日㈬　13時30分～15時30分
◆女性の健康相談（要予約）
　１月13日㈫　13時～15時
◆難病医療相談（要予約）
　１月27日㈫　13時30分～15時30分
○問合せ　西条保健所　℡0897－56－1300

■１月の献血日程
◆小松公民館　１月11日㈰
　　　　　　　９時～12時・13時～15時
○問合せ　伊予小松ライオンズクラブ
　　　　　℡0898－72－4454
◆市庁舎本館　１月16日㈮
　　　　　　　９時30分～12時
○問合せ　西条保健所　℡0897－56－1300

※場所　中央：中央保健センター、東予：東予保健センター、小松：小松保健センター
※母子健康手帳・アンケート（育児のしおり内）を持参してください。
※対象地区の場所以外で受診される場合は、事前に中央保健センターへご連絡ください。

内容 期日 受付時間 場所 対象児 地区

３カ月児
健診

13：00～14：00

小松 小松

20日㈫
29日㈭

27日㈫

14日㈬
22日㈭
６日㈫
15日㈭

13：00～13：30 東予 東予平成20年９月１日～
９月30日の出生児

平成20年９月１日～
10月31日の出生児13：00～13：30

中央 西条

１歳６カ
月児健診 13：00～14：00 中央 西条

東予・丹原・小松

平成19年６月１日～
６月30日の出生児

13：00～13：30 東予 東予・丹原・小松

３歳児
健診

13：00～13：30 東予 平成17年12月１日～
12月31日の出生児13：00～14：00 中央 西条

　平均寿命が延びている昨今、少しでも長く健康で自立した生活を送ること
が理想です。健康寿命を延ばすため、身近な病気について勉強しませんか？

お口の健康講座
日時・場所　１月22日㈭　19時30分～21時　　東予保健センター
　　　　　　１月29日㈭　19時30分～21時　　中央保健センター
講師　22日：佐伯歯科診療所　院長　佐伯勉氏
　　　29日：たからだ歯科クリニック　院長　宝田学氏
申込先　各保健センター

脳の病気・頭痛について
日時・場所　１月27日㈫　15時～16時30分　　中央保健センター
　　　　　　２月10日㈫　15時～16時30分　　東予保健センター
講師　村上記念病院　脳神経外科部長　藤田仁志氏
申込先　各保健センター

　食事バランスガイドで自分に見合った食事の量を知っていただき、あなた
自身の食生活をプランニング（計画）します。

　「はたちの献血」キャンペーンは、献血者が減少しが
ちな冬期において、安全な血液製剤を安定的に確保する
ため、成人式を迎える「はたち」の若者を中心に、広く
国民の皆さんに献血に関する理解と協力を求めるととも
に、特に成分献血、400ml献血の継続的な推進を図るこ
とを目的として、毎年１月・２月に行われています。
　はたちの方に限らず、幅広い世代の皆さんのご協力を
お願いいたします。（１月の献血は左記の日程を参照）

中央保健センター

▼食生活プランニング講座　１月・２月の日程等

２月20日㈮

東予保健センター ２月13日㈮

丹原保健センター ２月27日㈮

小松保健センター ２月６日㈮

１月23日㈮

１月16日㈮

１月30日㈮

１月９日㈮

場所・申込先

13時30分～15時

基　礎　編応　用　編 受講時間

　麻しん（はしか）・風しんは感染力が大変強い感染症です。自分が感染しないため
だけでなく、周りの人に感染を広げないためにも、予防接種は有効な手段です。
　麻しん・風しん予防接種は、平成18年度から混合ワクチンの２回接種となり、平成
20年度から平成24年度までは、これまでの第１期（１歳以上２歳未満）・第２期（年
長児）に加え、中学１年生・高校３年生相当者も対象となります。
　対象となる方で、まだ予防接種を受けていない方は、ぜひ受けてください。

　市では、皆さんの健康づくりの一つとして「ウォーキングで
健康づくり」を推進しています。
　参加方法は、市が発行するウォーキングマップに毎日の運動
成果（歩いた距離）を記入し、設定された各コースを完歩する
ごとに保健センターへ報告していただくだけです。各コースを
完歩された方には、認定証と記念品を贈呈しています。
　記録を付けないで歩いている方、これからウォーキングを始
めようという方は、ぜひご参加ください。
　ウォーキングマップは、各保健センターで配布しています。

第１期　１歳以上２歳未満

※接種券・予診票を紛失された場合は再交付しますので、最寄りの保健センターへご連絡ください。

区　　　分 対象者の生年月日等 接　種　期　間 接種券・予診票

第２期　年長児

第３期　中学１年生

第４期　高校３年生相当

平成20年度麻しん・風しん予防接種の対象者

平成14年４月２日～平成15年４月１日

平成21年３月31日までに
接種してください。

２歳になるまでに接種し
てください。

「育児のしおり」の
中にあります。

平成20年４月上旬に
対象者へ郵送してい
ます。

１歳以上２歳未満

平成７年４月２日～平成８年４月１日

平成２年４月２日～平成３年４月１日

ウォーキングで健康づくり推進事業 子育て総合相談窓口

　子育て総合相談窓口「ぽかぽか広場」では、妊娠
中の方や乳幼児を持つ保護者・家族の方を対象に、
気軽におしゃべりをしながら情報交換や交流ができ
る機会と場所を提供しています。
　また、妊娠や出産、育児などの悩み事について、
助産師・保育士・保健師・栄養士・家庭児童相談員
などの専門スタッフがご相談に応じ、解決に向けて
一緒に考えていきます。
　予約は必要ありませんので、都合のよい時間にお
越しください。

※２週間以内に感染症にかかった方または接触された方、
　治って間もない方はご遠慮ください。

日時：毎週火曜日（祝日を除く）　10時～15時
場所：中央保健センター健康指導室
問合せ：中央保健センター
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15日㈭　  9：30～11：00　田野公民館

19日㈪　13：30～15：00　東予保健センター

13日㈫　  9：30～11：00　中央保健センター

９日㈮　  9：30～11：00　小松保健センター

８日㈭　  9：30～11：00　丹原保健センター

■赤ちゃん健康情報
◆チェリーくらぶ
　子どもの遊び場や保護者の方が気軽にお
しゃべりのできる空間を提供しています。
○日時　毎週月・木曜日（祝日除く）
　　　　９時～16時
○場所・問合せ　小松保健センター

■成人向け健康相談
◆健康栄養相談（予約制）
　受付時間：９時～11時
○中央保健センター　１月９日㈮・19日㈪
○東予保健センター　１月５日㈪・30日㈮
○丹原保健センター　１月16日㈮
○小松保健センター　１月23日㈮

■産業保健健康相談
○日時　１月22日㈭　13時～15時
○場所　西条商工会議所２階小会議室
○対象　働いている方
○申込先　地域産業保健センター（℡0897
　－36－1788）、西条市医師会（℡0897－
　56－2211）

■西条保健所情報
◆一般健康診断（有料）
　１月５日㈪・19日㈪
　13時30分～14時30分
◆エイズ血液検査・相談（匿名・無料）
　毎週月曜日（祝日除く）　10時～11時
◆骨髄バンク登録（要予約）
　毎週月曜日（祝日除く）　９時～15時
◆精神保健相談（要予約）
　１月７日㈬　13時30分～15時30分
◆女性の健康相談（要予約）
　１月13日㈫　13時～15時
◆難病医療相談（要予約）
　１月27日㈫　13時30分～15時30分
○問合せ　西条保健所　℡0897－56－1300

■１月の献血日程
◆小松公民館　１月11日㈰
　　　　　　　９時～12時・13時～15時
○問合せ　伊予小松ライオンズクラブ
　　　　　℡0898－72－4454
◆市庁舎本館　１月16日㈮
　　　　　　　９時30分～12時
○問合せ　西条保健所　℡0897－56－1300

※場所　中央：中央保健センター、東予：東予保健センター、小松：小松保健センター
※母子健康手帳・アンケート（育児のしおり内）を持参してください。
※対象地区の場所以外で受診される場合は、事前に中央保健センターへご連絡ください。

内容 期日 受付時間 場所 対象児 地区

３カ月児
健診

13：00～14：00

小松 小松

20日㈫
29日㈭

27日㈫

14日㈬
22日㈭
６日㈫
15日㈭

13：00～13：30 東予 東予平成20年９月１日～
９月30日の出生児

平成20年９月１日～
10月31日の出生児13：00～13：30

中央 西条

１歳６カ
月児健診 13：00～14：00 中央 西条

東予・丹原・小松

平成19年６月１日～
６月30日の出生児

13：00～13：30 東予 東予・丹原・小松

３歳児
健診

13：00～13：30 東予 平成17年12月１日～
12月31日の出生児13：00～14：00 中央 西条

　平均寿命が延びている昨今、少しでも長く健康で自立した生活を送ること
が理想です。健康寿命を延ばすため、身近な病気について勉強しませんか？

お口の健康講座
日時・場所　１月22日㈭　19時30分～21時　　東予保健センター
　　　　　　１月29日㈭　19時30分～21時　　中央保健センター
講師　22日：佐伯歯科診療所　院長　佐伯勉氏
　　　29日：たからだ歯科クリニック　院長　宝田学氏
申込先　各保健センター

脳の病気・頭痛について
日時・場所　１月27日㈫　15時～16時30分　　中央保健センター
　　　　　　２月10日㈫　15時～16時30分　　東予保健センター
講師　村上記念病院　脳神経外科部長　藤田仁志氏
申込先　各保健センター

　食事バランスガイドで自分に見合った食事の量を知っていただき、あなた
自身の食生活をプランニング（計画）します。

　「はたちの献血」キャンペーンは、献血者が減少しが
ちな冬期において、安全な血液製剤を安定的に確保する
ため、成人式を迎える「はたち」の若者を中心に、広く
国民の皆さんに献血に関する理解と協力を求めるととも
に、特に成分献血、400ml献血の継続的な推進を図るこ
とを目的として、毎年１月・２月に行われています。
　はたちの方に限らず、幅広い世代の皆さんのご協力を
お願いいたします。（１月の献血は左記の日程を参照）

中央保健センター

▼食生活プランニング講座　１月・２月の日程等

２月20日㈮

東予保健センター ２月13日㈮

丹原保健センター ２月27日㈮

小松保健センター ２月６日㈮

１月23日㈮

１月16日㈮

１月30日㈮

１月９日㈮

場所・申込先

13時30分～15時

基　礎　編応　用　編 受講時間

　麻しん（はしか）・風しんは感染力が大変強い感染症です。自分が感染しないため
だけでなく、周りの人に感染を広げないためにも、予防接種は有効な手段です。
　麻しん・風しん予防接種は、平成18年度から混合ワクチンの２回接種となり、平成
20年度から平成24年度までは、これまでの第１期（１歳以上２歳未満）・第２期（年
長児）に加え、中学１年生・高校３年生相当者も対象となります。
　対象となる方で、まだ予防接種を受けていない方は、ぜひ受けてください。

　市では、皆さんの健康づくりの一つとして「ウォーキングで
健康づくり」を推進しています。
　参加方法は、市が発行するウォーキングマップに毎日の運動
成果（歩いた距離）を記入し、設定された各コースを完歩する
ごとに保健センターへ報告していただくだけです。各コースを
完歩された方には、認定証と記念品を贈呈しています。
　記録を付けないで歩いている方、これからウォーキングを始
めようという方は、ぜひご参加ください。
　ウォーキングマップは、各保健センターで配布しています。

第１期　１歳以上２歳未満

※接種券・予診票を紛失された場合は再交付しますので、最寄りの保健センターへご連絡ください。

区　　　分 対象者の生年月日等 接　種　期　間 接種券・予診票

第２期　年長児

第３期　中学１年生

第４期　高校３年生相当

平成20年度麻しん・風しん予防接種の対象者

平成14年４月２日～平成15年４月１日

平成21年３月31日までに
接種してください。

２歳になるまでに接種し
てください。

「育児のしおり」の
中にあります。

平成20年４月上旬に
対象者へ郵送してい
ます。

１歳以上２歳未満

平成７年４月２日～平成８年４月１日

平成２年４月２日～平成３年４月１日

ウォーキングで健康づくり推進事業 子育て総合相談窓口

　子育て総合相談窓口「ぽかぽか広場」では、妊娠
中の方や乳幼児を持つ保護者・家族の方を対象に、
気軽におしゃべりをしながら情報交換や交流ができ
る機会と場所を提供しています。
　また、妊娠や出産、育児などの悩み事について、
助産師・保育士・保健師・栄養士・家庭児童相談員
などの専門スタッフがご相談に応じ、解決に向けて
一緒に考えていきます。
　予約は必要ありませんので、都合のよい時間にお
越しください。

※２週間以内に感染症にかかった方または接触された方、
　治って間もない方はご遠慮ください。

日時：毎週火曜日（祝日を除く）　10時～15時
場所：中央保健センター健康指導室
問合せ：中央保健センター
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１月の当番病医院 ※当番病医院は変更する場合がありますので、受診される方は各病医院
　もしくはテレホンサービス ℡0897－58－2200 でご確認ください。

周桑病院では妊婦健診を行っています
　周桑病院では、12月１日から妊婦健診が実施できることとなりましたのでお知らせします。
　ただし、分娩は愛媛大学附属病院で行うこととなります。
　なお、詳しくは市立周桑病院 （℡ 0898-64-2630） 産婦人科外来までお問い合わせください。

区分
（市外局番０８９７）（市外局番０８９８）

休日（昼間）９時から18時まで

休日の当番病医院

内科

外科

内科

外科

内科

外科

星加小児科内科Ｆ.Ｃ（55－3105）

共立病院 （64－2662）

浦部医院 （72－3266）

あおの循環器科（68－3300）
田中内科 （66－1700）

森内科 （64－5858）

行本医院 （66－0609）

近藤クリニック（64－2760）

まつうら小児科 （64－0460）

いしづちやまクリニック（68－8885）

日

１
(木)

２
(金)

３
(土)

（市外局番０８９７）（市外局番０８９８）

休日（夜間）18時から22時まで

米田脳神経外科（56－9165）

村上記念病院 （56－2300）
西条中央病院 （56－0300）

回生堂医院 （55－3101）

松本整形外科 （52－1011）

済生会西条病院（55－5100）

西条中央病院 （56－0300）

済生会西条病院（55－5100）

西条中央病院 （56－0300）

横山病院 （72－2121）

秋山医院 （56－0885）

まなべ病院 （57－7011）

村上記念病院 （56－2300）

坂根医院 （55－4021）

篠原内科外科耳鼻科（56－3521）

飯尾皮膚泌尿器科（64－5577）

森山内科 （65－4332）西条中央病院 （56－0300）

済生会西条病院（55－5100）
済生会西条病院（55－5100）

西条中央病院 （56－0300）

村上記念病院 （56－2300）

村上記念病院 （56－2300）

内科
外科
内科
外科
内科
外科

４
(日)
11
(日)
12
(月)
18
(日)

内科
外科

25
(日)

内科
外科

済生会西条病院（55－5100）
西条中央病院 （56－0300）

村上記念病院 （56－2300）

西条中央病院 （56－0300）

済生会西条病院（55－5100）

中村内科胃腸科（68－4976）

済生会西条病院（55－5100）

済生会西条病院（55－5100）
村上記念病院 （56－2300）

※　当番病医院は受診できない診療科がありますので、必ず当番病医院で確認してください。　　
※　急病以外は診療時間内に受診しましょう。　　

日 区分

平日夜間の当番病医院

区分日

内科
外科
内科
外科

内科
外科
内科
外科
内科
外科
内科
外科
内科
外科

内科
外科
内科
外科
内科
外科
内科
外科
内科
外科

15
(木)
16
(金)

14
(水)

17
(土)
19
(月)

５
(月)

７
(水)
８
(木)

６
(火)

９
(金)
10
(土)
13
(火)

（市外局番０８９７） （市外局番０８９８）（市外局番０８９７） （市外局番０８９８）

平日（夜間）18時から22時まで 平日（夜間）18時から22時まで

内科
外科
内科
外科

内科
外科
内科
外科
内科
外科
内科
外科
内科
外科

内科
外科
内科
外科
内科
外科
内科
外科

20
(火)

土岐医院 （56－2090）

秋山医院 （56－0885）

としもり内科 （53－6300）

佐藤クリニック （57－8200）

星加小児科内科F.C （55－3105）

米田脳神経外科 （56－9165）

かりやま整形外科 （47－1717）

和田内科皮膚科 （55－0515）

坂根医院 （55－4021）

佐藤クリニック （57－8200）
ながい小児科 （53－7707）

あおのクリニック （52－1155）

高橋こどもクリニック（55－0776）

松本整形外科 （52－1011）

今井クリニック整形外科（68－8118）

近藤クリニック （64－2760）

河野内科医院 （73－2950）

篠原内科外科耳鼻科（56－3521）

29
(木)
30
(金)

28
(水)

31
(土)

22
(木)
23
(金)

21
(水)

24
(土)
26
(月)
27
(火)

回生堂医院 （55－3101）

いしづちやまクリニック（68－8885）

そのべ医院 （64－0660）

西条愛寿会病院 （55－2300） 西条愛寿会病院 （55－2300）

まなべ病院 （57－7011）
くしべ整形外科 （76－7555）

あぜち内科 （52－1630）

（55－1777）矢野医院

まなべ病院 （57－7011）

渡部内科病院 （64－1200）

まなべ病院 （57－7011）

としもり内科 （53－6300）

矢野医院 （55－1777）

あおのクリニック（52－1155）

黒田医院 （64－3780）

行本医院 （66－0609）

田渕外科 （65－5651）

角産婦人科 （64－3168）

村上内科皮膚科 （72－2436）

松田循環器科内科 （76－1117）

伊藤医院 （64－2384）

平田クリニック （76－2256）
キッズクリニックパパ （76－1788）

こまつ医院 （72－5862）

浦部医院 （72－3266）

共立病院 （64－2662）

茎田医院 （66－0555）

玉置内科小児科 （66－3735）

宮島小児科医院 （55－2615）

奥田外科 （64－3331）

黒田医院 （64－3780）

あおの循環器科 （68－3300）

（55－2002）星加医院

伊藤医院 （64－2384）

森山内科 （65－4332）

福田医院 （68－7243）

中村医院 （66－0606）

田中内科 （66－1700）

まつうら小児科 （64－0460）

村上内科皮膚科 （72－2436）

安永クリニック （64－5760）

中村内科胃腸科 （68－4976）

弓山外科 （64－3182）

飯尾皮膚泌尿器科 （64－5577）

くしべ整形外科 （76－7555）
森内科 （64－5858）

玉置内科小児科 （66－3735）

土岐医院 （56－2090）

和田内科皮膚科 （55－0515）

まなべ病院 （57－7011）

高橋こどもクリニック（55－0776）

（55－2002）星加医院

かりやま整形外科 （47－1717）
あぜち内科 （52－1630）
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小
松
町
新
屋
敷
の
西
を
流
れ
る

小
松
川
に
沿
っ
て
、
国
道
か
ら
10

分
も
歩
け
ば
「
円え

ん
か
く
ざ
ん
ぶ
っ
し
ん
じ

覚
山
仏
心
寺
」

に
着
き
ま
す
。

　

仏
心
寺
は
、
江
戸
時
代
の
小
松

藩
の
藩
主
・
一ひ

と
つ
や
な
ぎ
け

柳
家
の
菩
提
寺
と

し
て
、
慶
安
３
（
１
６
５
０
）
年

に
建
立
さ
れ
ま
し
た
。
創
建
に
あ

た
っ
た
の
は
二
代
藩
主
・
直な

お
は
る治
公

で
、
そ
の
父
・
直な

お
よ
り頼
公
を
お
祀
り

し
、
藩
主
代
々
の
菩
提
寺
と
し
ま

し
た
。
開
山
は
南な

ん
め
い
ぜ
ん
じ

明
禅
師
で
臨
済

宗
・
妙
心
寺
派
の
お
寺
で
す
。

　

創
建
以
降
も
拡
充
が
進
み
、
小

松
陣
屋
の
桜
門
・
藩
主
墓
所
の

御み
た
ま
や
も
ん

霊
屋
門
な
ど
が
そ
の
後
に
移
築

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
参
道
か

ら
続
く
立
派
な
山
門
・
庫く

り裡
・

供と
も
ま
ち待

（
お
供
の
侍
が
待
機
す
る
）

な
ど
は
、
江
戸
時
代
の
雰
囲
気
が

今
も
残
さ
れ
た
建
物
で
す
。

　

仏
心
寺
は
「
文
化
財
の
宝

庫
」
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
に
市
指

定
文
化
財
が
あ
り
、
天
然
記
念

物
の
椿
「
明あ

か
し
れ
ん

石
蓮
」、
中
国
原
産

の
「
広こ

う
よ
う
ざ
ん

葉
杉
」、
工
芸
品
と
し

て
三
代
藩
主
・
直

な
お
あ
き
ら卿
公
の
書
跡

「
鵬ほ

う
め
い溟

・
鯤こ

ん
か
い海

」
と
山
号
・
寺

号
な
ど
の
「
扁
額
」
四
面
が
あ
り
、

「
藩
主
墓
所
」
も
文
化
財
（
史

跡
）
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

３
６
０
年
の
歴
史
を
過
ご
し
た

仏
心
寺
は
、
今
も
多
く
の
木
々
と

椿
に
囲
ま
れ
て
静
か
に
時
を
過
ご

し
て
い
ま
す
。

■
住
所

　

小
松
町
新
屋
敷
甲
２
４
５
２

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

７
２

－

２
３
５
２

■
駐
車
場　

あ
り
（
無
料
）

N

小松郵便局

仏心寺
小松高校

小松温芳
図書館

Ｒ196

←松山 Ｒ11
いよこまつ

小
松
川

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　明けましておめでとうございます。
新しい年を迎え、昨年の反省と新年
への希望を胸に時代の流れに取り残
されず(若干取り残され気味かな？）
「前進あるのみ！」との気持ちを強
くしています。
　情報が溢れる今の時代。発信側と
して、多様化する市民ニーズと全国
発信に対応できる広報紙をめざし編
集を行っていきますので、今年も一
年よろしくお願いいたします。（あ）

平成20年11月末日現在
住民基本台帳登録数 ( )内は前月比

人　口　115,209  人  （＋   9人）

　男　　  55,213  人  （＋ 11人）

　女　　  59,996  人  （－   2人）

世　帯　  47,387世帯（＋17世帯）

■市政だより
　0897ー53ー1500（常時）
■当番病医院
　0897ー58ー2200（常時）
■災害情報
　0897ー55ー5551（発生時）
■民話テレホン
　0897ー52ー1270（常時）

　
　
　

第
44
回
　
　

仏

心

寺

▲ 仏心寺本堂

▲ 樹齢 200 年

　 を超える名

　椿・明石蓮
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月 日 曜 行　　事　　名 開 場 開 演 会　場 入場料 問 合 せ

月 日 曜 行　　事　　名 開 場 開 演 会　場 入場料 問 合 せ

13：30 小ホール13：00

月12
１

▼ 丹 原 文 化 会 館 　 丹原町田野上方2131－1　℡0898－68－3555

１

▼ 総 合 文 化 会 館 　 神拝甲79－4　℡0897－53－5500

※催物については、主催者の都合で変更することがあります。

※催物については、主催者の都合で変更することがあります。

中央公民館　℡0898－65－4030無　料

13：00 丹原文化会館　℡0898－68－3555
市教育委員会社会教育課　℡0897－52－1254

無　料13：30 大ホール西条市中学校･高等学校吹奏楽実技講習会 第12回発表会

無　料

日11 平成21年　西条市成人式 10：00 無　料

無　料

10：30 大ホール

【１月の休館日】 毎週月曜日（12日開館）、１日㈭～３日㈯

【１月の休館日】　毎週月曜日  （５日・12日開館）、  １日㈭～３日㈯、６日㈫、13日㈫

市教育委員会社会教育課　℡0897－52ー1628水28 西条市文化協会　芸術文化賞表彰式（13時30分～）
西条文化協会　　第60回秋季市民芸術文化祭記念表彰式（15時～）

10：00 大ホール9：30 葵歌謡愛好会（越智）　℡0897－55－2846日18 葵歌謡愛好会　新春歌の祭典
無　料8：45 小ホール8：30 古川保育園　℡0897－55－7143土17 古川保育園発表会
1000円12：00 小ホール11：30 西条竹ダンス（若原）　℡0897－56－6348月12 社交ダンスパーティー
無　料13：30 大ホール13：00 市教育委員会社会教育課　℡0897－52－1254日11 平成21年　西条市成人式
500円11：00 大･小ホール10：30 西条市総務課　℡0897－52－1256月５ 新年市民祝賀会

土
日

17
18

第４回西条市公民館フェスティバル
17日：舞台発表・作品展示・体験コーナー　18日：作品展示

9：00
9：00

9：30 大ホール
ほか

２/16 月 19時開演

入場料　5,000円（全席指定）

総合文化会館大ホール

総合文化会館、ローソンチケットにて好評発売中　良いお席はお早めに！

２/21 土 18時30分開演　総合文化会館小ホール

１/12 月 13時30分開演　丹原文化会館大ホール

２/８日 10時～17時

出　演：栗田敬子（Pf&Vo）
　　　　高本弘（G）
　　　　松岡正巳（Dr）
ゲスト：河上修（B）

入場料：2,000円
プレイガイド：総合文化会館
　　　　　　　丹原文化会館
１月14日㈬　チケット発売開始！

曲目　スポーツショー行進曲
　　　サザエさん
　　　ルパン３世
　　　エルクンバンチェロ
　　　Ｏｎｅ　Ｌｏｖｅ
　　　この瞬間、きっと夢じゃない
　　　チェリー

　丹原文化会館の吹奏楽実技
講習会（吹奏楽クリニック）
を受講する市内の中学生・高
校生による発表会です。講習
会で培った素晴らしい演奏を
お聴きください。（入場無料）

内容（入場無料）
舞台発表：コンテンポラリーダンス、
　　　　　ファッションショーなど
作品展示：絵画、写真、ガラス、陶
　　　　　芸、染色、人形など
あらマルシェ：食品・手作り作品・
　　　　　雑貨などのマーケット
贈り物広場：簡単にステキなパッケ
　　　　　ージとメッセージカード
　　　　　づくり教室

　女性創作家による様々なイベ
ントを開催。「ばらーら」は、
丹原の「バラ」とイタリア語で
翼という意味の「ＡＬＡ（アー
ラ）」をつないだ造語です。

丹原文化会館にて開催
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